
主な内容

上半期財政状況 ･･････････････････････p.6

人事行政の運営状況 ･･･････････････････p.7

秋の褒章・危険業務従事者叙勲 ･････････p.8

年末年始　ごみの特別収集 ･････････････p.16

国民年金のメリット  ･･･････････････････p.17

アーティスト倶楽部「演劇ワークショップ」 ･･･p.17

ありがとうの手紙・かんたん料理レシピ ･･･p.26

夢なかるべからず「理想の漫画を世に送れ」 ･･･p.27
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事業仕分けで質問する河野太郎仕分け人（中央）

秋の事業仕分け 　
　深谷駅前のイルミネーションが始
まったよ。きれいだね (^_^)
　今年から岡部駅前でもイルミネー
ションが始まるんだって。
　ふっかちゃんも見に行こう (^_^)

市のイメージキャラクター
「ふっかちゃん」
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4
月
の
事
業
仕
分
け
は
、
仕
分

け
人
を
市
職
員
か
ら
募
集
し
た
も

の
で
、
試
行
的
に
市
役
所
内
部
の

取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
、
そ
の

結
果
は
、
平
成
22
年
度
６
月
補
正

予
算
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
し
た
事
業
仕
分
け

は
、
市
民
と
外
部
の
仕
分
け
人
が

市
民
の
目
線
で
客
観
的
に
行
っ
た

も
の
で
す
。
こ
の
結
果
は
、
平
成

23
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
今
後
の

予
算
編
成
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
２
つ
の
事
業
を
取

り
上
げ
、
仕
分
け
の
様
子
な
ど
を

リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

特集  秋の事業仕分け

ん
で
し
た
。

　
住
環
境
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
促
進
事
業
は
、
平
成
13
年
度

に
旧
深
谷
市
で
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
が
施
行
さ
れ
、
駅
前
広

場
な
ど
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る

施
策
が
、
全
国
的
に
推
進
さ
れ
始

め
た
時
期
で
し
た
。

　
深
谷
市
も
こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、
す
べ
て
の
人
が
気
持
ち
良
く

暮
ら
せ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
を
総
合
振
興
計
画
に
位

置
付
け
、
い
く
つ
か
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
事
業
を

始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
本
事
業
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
住

宅
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
で
、
ユ
ニ
バ
ー

　
こ
の
事
業
の
仕
分
け
結
果
は
、

仕
分
け
人
５
人
全
員
が
、
不
要

（
廃
止
）
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
５
人
の
仕
分
け
人
と
も
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
考
え

を
否
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
を
市
民
に

広
く
周
知
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
し
た
。
18
年
の
市
町
合
併
を
機

に
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
か

ら
の
要
望
に
よ
り
19
年
度
か
ら
内

容
を
見
直
し
た
上
、
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
事
業
費
は
、
22
年

度
予
算
で
、
約
３
千
万
円
で
す
。

　
仕
分
け
人
が
、
問
題
と
し
た
の

は
、
事
業
の
目
標
と
個
人
に
対
す

る
助
成
金
交
付
の
目
的
で
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
が
周
知
で
き
た
と
判

断
す
る
数
値
目
標
が
は
っ
き
り
し

な
い
」
、
「
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら

洋
式
に
改
修
す
る
こ
と
や
、
ド
ア

ノ
ブ
か
ら
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
へ
交

換
す
る
こ
と
は
、
考
え
の
周
知
と

い
う
よ
り
必
要
性
か
ら
の
改
修
で

は
な
い
か
」
と
い
っ
た
指
摘
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
す

る
方
法
自
体
に
つ
い
て
、
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
し
た
の
で
す
。

秋
の
事
業
仕
分
け

～
事
業
の
見
直
し
始
ま
る
～

　

11
月
７
日
、
深
谷
公
民
館
の
大
会
議
室
を
第
１
会
場
、
体
育
室
を
第
２
会
場
と
し
て
、

秋
の
事
業
仕
分
け
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
仕
分
け
人
６
人
に
外
部
か
ら
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２
人
、
仕
分
け
人
４
人
を
加
え
た
12
人
が
２
班
に
分
か
れ
、
20
事
業
の
仕
分

け
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
は
、
秋
の
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　事業仕分けをすることで市政が
オープンになり、また、事業の担当
者にとっては、事業をより深く理解
でき、ステップアップになったと思
います。市のビジョンの上に事業が
あると思うので、そのビジョンがよ
り明確に示せれば、仕分けももっと
やり易くなると感じました。

瓜
う り ゅ う

生　三
み つ は る

治　さん

　好奇心から仕分け人に応募したの
ですが、仕分け人としての責任の重
さを感じ勉強になりました。事業に
よっては、難しいものもありました
が、自分の考えている意見をしっか
り言えました。慎重に評価したこと
を受け止めて、税金を市民のために
使っていただきたいと思います。

斉
さ い と う

藤　紀
き み こ

美子　さん

23 年
度予
算へ

　
住
環
境
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
促
進
事
業

ー
不
要
（
廃
止
）
と
判
定
ー

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
29
校
の
普
通
教
室
な
ど
に
パ

ソ
コ
ン
を
配
置
す
る
も
の
で
、
現
在

の
「
５
人
に
１
台
」
か
ら
「
３
・

６
人
」
に
１
台
へ
拡
充
し
て
整
備

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
事
業
費

の
９
割
近
く
を
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー

ス
料
が
占
め
、
平
成
22
年
度
は
、

約
２
億
円
の
予
算
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
は
、
小
・
中
学
校
29
校
に

パ
ソ
コ
ン
約
２
，
５
０
０
台
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
児
童
・
生

徒
数
が
約
１
２
，
５
０
０
人
の
た

め
「
５
人
に
１
台
」
の
状
況
で

す
。
「
３
・
６
人
に
１
台
」
と
す

る
に
は
、
あ
と
約
１
，
０
０
０
台

が
必
要
で
、
こ
れ
を
平
成
24
年
度

ま
で
に
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　
質
疑
の
中
で
は
、
現
状
と
実
施

後
の
教
育
効
果
の
違
い
や
、
市
が

目
指
す
Ｉ
Ｔ
教
育
の
目
標
、
市
の

Ｉ
Ｔ
教
育
の
特
色
や
優
位
性
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
「
国
の
Ｉ
Ｔ
新
改
革

戦
略
に
の
っ
と
っ
て
事
業
を
進
め

て
い
る
こ
と
」
や
「
３
～
４
人
の

グ
ル
ー
プ
で
１
台
を
使
え
る
よ
う

事業名

に
な
り
、
今
よ
り
少
人
数
で
の
調

べ
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
」
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
結
果
、
仕
分
け
人
の
意

見
は
不
要
１
人
、
市
実
施
（
要
改

善
）
３
人
、
市
実
施
（
現
行
・
拡

充
）
１
人
と
分
か
れ
ま
し
た
が
、

多
数
決
に
よ
り
、
判
定
は
市
実
施

（
要
改
善
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
実
施
（
要
改
善
）
と
し
た
仕

分
け
人
か
ら
は
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
材
の
整
備
は
手
段
に
過
ぎ
な

い
。
情
報
活
用
能
力
を
向
上
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
る

か
。
そ
の
理
想
に
よ
っ
て
は
、
パ

ソ
コ
ン
が
１
人
１
台
必
要
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
パ
ソ
コ
ン

の
必
要
台
数
や
整
備
方
法
は
、
Ｉ

Ｔ
教
育
の
目
標
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
く
る
は
ず
。
」
と
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
不
要
（
廃
止
）
と
し
た

仕
分
け
人
は
、
「
学
校
で
の
Ｉ
Ｔ

教
育
力
で
は
、
完
全
に
韓
国
、
イ

ン
ド
、
中
国
な
ど
の
国
に
負
け
て

い
る
の
が
、
今
の
日
本
の
現
状
で

あ
る
。
他
市
に
追
随
し
て
い
れ
ば

よ
い
と
い
う
安
全
策
よ
り
も
、
例

え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
で
世
界
で
通
じ
る
よ
う
に
す
る

く
ら
い
一
生
懸
命
や
る
。
先
生
も

子
ど
も
も
本
気
で
頑
張
る
。
そ
う

い
う
姿
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
」
と

コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
材
整
備
事
業

ー
市
実
施
（
要
改
善
）
と
判
定
ー

事業名

仕分けのイメージ

作業の流れ

現在の事業

必　要

市 民間

現状改善

国・県・広域

不要

事
業
が
不
要

国
・
県
・
広
域
が

実
施
す
べ
き

民
間
が

実
施
す
べ
き

現
状
の
ま
ま

実
施
す
べ
き

事
業
の
内
容
な
ど
を

見
直
し
、
市
が

実
施
す
べ
き

そもそも事業が必要か？

誰がやるべきか？

実施方法などは
現状のままでよいか？担当者による

事業概要の説明

仕分け人による
質疑応答・議論

仕分け結果の
判定と講評

（
５
分
）

（
20
分
）

（
５
分
）

市
民
仕
分
け
人
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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特集  秋の事業仕分け

　
外
部
仕
分
け
人
＆

　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
聴
く

あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
対
象
と
な
っ
た
事
業
は
、

市
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。

　
仕
分
け
で
の
多
種
多
様
な
意

見
を
聴
き
、
税
の
使
い
方
が
検

証
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
厳
し
い
仕
分
け
結
果

を
鑑か

ん
がみ

、
身
を
引
き
締
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
に

安
心
し
て
、
そ
し
て
夢
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
全
力
で
努

め
て
参
る
所
存
で
す
。

深谷市長　小島　進

　
仕
分
け
を
終
え
て

会場 事業名 事業内容 仕分け結果 講評・コメントなど

住環境ユニバーサルデ
ザイン化促進事業

ユニバーサルデザインに基づく住宅改修工事に
かかる費用の一部を助成する 不要（廃止） 2・3 ページ参照

生活排水対策事業
合併処理浄化槽を設置するかた、
合併処理浄化槽を適正に維持管理
したかたなどに補助金を交付する

設置補助 市実施（要改善） 廃止は無理だが、大幅に削減して進めて
いくべき

維持管理補助 市実施（要改善） 公共下水道などの負担額を見ながら金額
を決めるべき

下水道事業会計繰出金 下水道事業経営維持のために、下水道事業会計
に一般会計から繰り出しを行う

市実施 
（要改善）

下水道事業をどこまでやるのか、最終形
を確認しないまま繰り出しを続けるのは
不健全である

道路新設改良事業 要望などに基づき、狭あい道路や未舗装、未改
良区間の整備を行う

市実施 
（要改善）

事業決定プロセスが見えにくい。内容を
市民に公開すべき。対象地域の住民も一
部負担すべき

産業祭補助事業 産業祭の実行委員会に対して事業費を補助する 市実施 
（要改善）

市の産業の発展に産業祭がどのくらい貢
献できているのか不明。自主財源を確保
する努力が必要

スポーツ・レクリエー
ション団体活動支援事
業

体育協会、レクリエーション協会およびスポー
ツ少年団の 3 団体に市民大会・教室の開催およ
びその他活動に補助金を交付する

市実施 
（要改善）

3 団体に限っての補助で、事業内容を見
直し公平感を与えるべき

おむつサービス事業
介護保険で要介護 4 または 5 に認定されている
かた、重度心身障害児・者で常時失禁状態にあ
るかたにおむつを月１回配送する

市実施 
（要改善）

多くのおむつが選べる手厚いサービスと
なっているが、コスト縮減に取り組むべき

がん検診事業 がんの早期発見・早期治療を促進するため、各
種がん検診を実施する 国・県・広域

効果の把握が市町村単位では難しいこと
を考えた場合、国・県・広域など本来の
実施主体の検討をすべき

奨学資金支給事業
進学の意志と能力を有しながら、経済的な理由
により修学が困難な市民に高等学校などへの学
資金を給与する

不要（廃止） 高校授業料無償化に伴い役割を果たした
ので廃止すべき

青少年健全育成環境づ
くり事業（青少年健全
育成市民大会経費含む）

市子どもサポート市民会議および市青少年相談員協
議会、市内各地域の県青少年育成推進員に活動費を
補助する。青少年健全育成深谷市民大会を開催する

市実施 
（要改善）

事業内容が多く、似た組織の見直し、イ
ベント、大会などの整理など、全体を見
て再構築をすべき

ガーデンシティ推進事
業

花フェスタ、ガーデニング教室、花はなプラン
の推進、市民ガーデニングボランティアの活動
支援などを実施する

市実施 
（要改善）

目標や期限を定め、効果測定を行うべき。
花フェスタについては、収支のバランス
の意識を

自治会活動振興事業
自治会長に報償費を交付する。自治
会館建設や改修、掲示板設置、火の
見やぐらの解体撤去などに補助する

報償費 不要（廃止） 報償ではなく、実績に対する補助に改め
るべき

補助金 市実施（要改善） 危険な火の見やぐらは、公共で撤去すべ
き。自治会館改修以外は不要

運動団体活動事業費補
助金

同和問題の早期解決を目指す自主的運動団体が行
う教育・啓発事業や調査研究事業などに補助する 不要（廃止）

事業による効果が把握されていない。補
助金では解決につながらない。市民の意
識改革につながる事業へ

ひとり親家庭等医療費
支給事業

母子、父子家庭の児童およびそれぞれの母または
父もしくはその養育者に医療費の一部を助成する

市実施 
（要改善）

他の支援策とのからみも含め、よりセー
フティネットに近い形に限定すべき

障害者行動範囲拡大事
業

障害のあるかたにタクシー券の交付、自動車燃
料費の助成、車いすのまま利用できる乗用車に
よる搬送サービスなどを行う

市実施 
（要改善）

利用者データ、社会参加への成果などを
把握すべき。それを基に制度そのものを
見直してみてはどうか

学童保育室運営事業
（公立）

小学校児童の放課後の健全育成のため公立学童
保育室を運営する

市実施 
（要改善）

臨時職員の待遇を検討したうえで、民間
導入を図っては。教員の OB などの知識
と経験の活用を考えては

コンピュータ教材整備事業 コンピュータを普通教室などに計画的に整備する 市実施（要改善） 3 ページ参照

中央土地区画整理推進
事業

中央土地区画整理事業の推進のため、先行買収
した土地の買い戻しを行い、事業用地として活
用する

不要（廃止）
都市計画決定の変更も含め、見直す勇気
を持ってほしい。後世への負担もあり英
断を望む

駐輪場管理運営事業 駅周辺 14 か所の駐輪場を維持管理する 市実施 
（要改善）

駅近隣は、有料化の検討を。委託料の再
検討を。放置自転車対策を含めて一括し
て管理委託しては

循環型農業推進事業 家畜排せつ物の処理を行い、有機資源を利用す
るとともに、周辺地域の環境汚染防止を図る

市実施 
（要改善）

施設利用料の見直しや、個別農家の処理
設備補助への切り替えも検討すべき。農
家も負担金を出すべき

※事業仕分け結果一覧

　
私
は
、
市
長
に
就
任
す
る
前

か
ら
、
事
業
仕
分
け
の
実
施
を

第
一
優
先
に
掲
げ
、
行
財
政
改

革
を
訴
え
て
参ま

い

り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
や
外
部
の
か
た
の

客
観
的
で
率
直
な
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
た
い
か
ら
で
す
。

　
現
在
の
深
谷
市
の
財
政
は
、

県
内
で
も
良
い
方
で
す
が
、
人

口
増
、
税
収
増
と
い
う
順
風
満

帆
な
状
況
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
時
に
こ
そ
、
仕
分
け
の

議
論
と
結
果
を
真し

ん
し摯
に
受
け
止

め
、
将
来
を
見
据
え
た
改
善
を

行
っ
て
参
り
た
い
の
で
す
。

　
市
が
事
業
仕
分
け
を
行
う
こ
と

は
、
市
政
に
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
で
あ
り
、
行
政
の
責
任
を
果

た
し
て
い
こ
う
と
す
る
点
で
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
か
た
の
真
剣
な
態
度

や
丁
寧
な
説
明
に
非
常
に
好
感
を

持
て
ま
し
た
。

　
感
想
と
し
て
は
、
目
標
と
い
う

か
、
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
視
点
が
抜
け
て
い
た
気
が

し
ま
す
。
市
と
市
の
職
員
と
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
目
標
を
共
有
し
て

そ
の
観
点
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
事

業
を
点
検
し
て
い
く
こ
と
、
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
市
政
の
発
展
の

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

第1会場コーディネーター
逗子市秘書室広報課　石

いしい

井　聡
さとし
さん

第1会場仕分け人
衆議院議員　河

こ う の

野　太
た ろ う

郎さん

第２会場コーディネーター
足立区総務部長　定

さ だ の

野　司
つかさ
さん

　
今
回
の
事
業
は
、
市
の
根
幹
を

な
す
骨
太
の
事
業
が
多
く
、
真
っ

向
勝
負
に
来
た
な
と
、
市
の
気
合

が
十
分
伝
わ
っ
て
く
る
事
業
選
定

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
事
業
仕
分
け
を
し
た
感
想
で
す

が
、
補
助
金
が
潤
沢
に
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ

の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
だ
け
で
本

当
に
効
果
が
あ
る
の
か
。
い
つ
ま

で
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
を
か
け
て

何
を
達
成
す
る
の
か
。

　
年
度
が
終
わ
っ
た
と
き
に
ど
れ

く
ら
い
達
成
で
き
た
か
を
検
証
で

き
る
よ
う
に
、
事
業
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
第
１
会
場
は
、
意
見
が
分
か
れ

た
も
の
が
多
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
採
決
に
な
っ
た
事
業
も
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
い
う
議
論
が
あ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ
た

の
か
、
そ
の
過
程
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
日
の
仕
分
け
は
、
わ

ず
か
20
事
業
だ
け
で
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
職
員

の
皆
さ
ん
は
、
担
当
の
仕
事
に
少

し
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
業
仕
分
け
を

行
っ
た
こ
と
で
、
今
日
か
ら
何
か

始
ま
る
、
今
日
か
ら
何
か
変
わ
る

き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

真
っ
向
勝
負
【
河
野
さ
ん
談
】

変
化
の
き
っ
か
け
【
石
井
さ
ん
談
】

目
標
の
共
有
【
定
野
さ
ん
談
】

　
「
厳
し
い
」
結
果

　
事
業
仕
分
け
の
結
果
を
一
言

で
言
え
ば
、
厳
し
い
と
同
時
に

第
１
会
場
（
深
谷
公
民
館
大
会
議
室
）

第
２
会
場
（
深
谷
公
民
館
体
育
室
）

※事業内容、評価・コメントなどの詳細は、市ホームページをご覧ください。
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企 業 会 計
■水道事業　　　　　　　　　　　　　  （税込み）

区　　分 予算額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 25 億 7,135 万円 12 億 9,960 万円

支出 22 億 8,376 万円 6億 2,255 万円

資本的
収　支

収入 12 億　530 万円 0円

支出 28 億 9,611 万円 3億 4,785 万円

■下水道事業　　　　　　　　　　　　  （税込み）

区　　分 予算現額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 18 億　290 万円 12 億 2,221 万円

支出 17 億 9,003 万円 4億　914 万円

資本的
収　支

収入 17 億 7,489 万円 5,396 万円

支出 25 億 2,213 万円 ８億 1,069 万円

平成22年度 上半期財政状況

区　　分 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 145 億 6,263 万円 66 億 3,264 万円 68 億 5,332 万円

老 人 保 健 373 万円 533 万円 0円

後期高齢者医療 19 億 2,673 万円 9 億 4,669 万円 7 億　956 万円

農 業 集 落
排 水 事 業 11 億 4,478 万円 2 億 8,486 万円 ３億 9,708 万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 9 億 1,906 万円 2 億 2,292 万円 ３億  　52 万円

岡 中 央 土 地
区画整理事業 1 億 1,291 万円 1 億 2,341 万円 3,424 万円

武川中央土地
区画整理事業 1 億　595 万円 1 億 1,042 万円 603 万円

小前田駅北西部
土地区画整理事業 1 億 8,845 万円 9,235 万円 4,963 万円

　皆さんが納めた税金や国から交付される地方交付税、国庫支出金などが1年でどのくらい
入り、また、どんな事業にどのくらい使われたかという、いわば市の家計簿ともいうべき
財政状況を、毎年2回に分けてお知らせしています。今回は、平成22年9月30日現在の財政
状況をお知らせします。

問い合わせ　企画財政課（☎ 574‐6632）

人事行政の運営状況を公表します

▼人件費の状況（平成 21年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（H22.3.31）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

144,961 人 476 億 4,383 万円 93 億 6,677 万円 19.7%
※人件費には、普通建設事業に係る人件費を含めています。

▼職員給与費の状況（平成 21年度普通会計決算）

職員数
給　与　費

給　料 職員手当
（内期末・勤勉手当） 合　計

1,064 人 39 億 9,329 万円 24 億 7,296 万円
（15億5,967万円） 64 億 6,625 万円

※職員手当には退職手当を含みません。

▼職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成22年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 318,569 円 41.7 歳

▼職員の初任給の状況（平成22年4月1日現在）
区　　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 178,800 円 158,700 円 144,500 円

▼職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況
（平成22年4月1日現在）

区　　分 経験年数 10～ 15年未満 経験年数 20～ 25年未満

一般行政職
大学卒 275,008 円 355,413 円
短大卒 257,381 円 335,125 円
高校卒 238,480 円 327,740 円

▼期末・勤勉手当の支給割合（平成22年度）
区　　分 6月期 12月期 合計

期末手当 1.25  月分 1.35  月分 2.60 月分
勤勉手当 0.70  月分 0.65  月分 1.35 月分

▼退職手当の状況（平成22年度）
勤続年数 20年 30年 35年 最高限度額

自己都合 23.50 月分 41.50 月分 47.50 月分 59.28 月分
勧奨・定年 30.55 月分 50.70 月分 59.28 月分 59.28 月分
※退職手当は、埼玉県市町村総合事務組合の市町村職員退職手当条例により支給されます。

▼特別職の報酬などの状況（平成22年度）
区　　分 報酬・給料 期末手当

市議会議長 報酬　月額 492,000 円 6 月期 1.95 月分
12 月期 2.00 月分
　合計 3.95 月分

市議会副議長  〃 　月額 428,000 円

市議会議員  〃 　月額 403,000 円

市長 給料　月額 910,000 円 6 月期 1.925 月分
12 月期 1.975 月分
　合計 3.90  月分

副市長  〃 　月額 755,000 円

教育長  〃 　月額 683,000 円

職員の給与の状況
▼職員の採用および退職の状況　　　　　

一般職 技能労務職 消防職 合計
採用者数
（平成22年度） 27 人 0 人 7人 34 人

退職者数
（平成21年度） 50 人 5 人 8人 63 人

増減数 － 23 人 － 5人 － 1人 － 29 人

▼部門別職員数の状況（平成22年4月1日現在）
区　　分 職員数

一般行政部門
　議会 8 人
　総務 184 人
　税務 66 人
　民生 199 人
　衛生 44 人
　労働 3 人
　農林水産 28 人
　商工 14 人
　土木 121 人
　（小計） 667 人
特別行政部門
　教育 151 人
　消防 223 人
　（小計） 374 人
公営企業などの会計部門
　水道 32 人
　下水道 30 人
　その他 19 人
　（小計） 81 人

合　　計 1,122 人
※職員数は、平成22年4月１日現在の定員管理調査に基づく人数です。

　職員の任用、給与や勤務状況など、人事行政の運営状況のあらましをお知らせします。さらに詳しい内容は、
市ホームページ、または市役所本庁舎１階市政情報コーナーでご覧ください。

問い合わせ　経営管理課（☎ 574‐6636）

職員の任用および職員数に関する状況

▼職員の級別の状況（平成 22年 4月 1日現在）
（一般職）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
標準的な
職務内容

主事補・
技師補

主事・
技師 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数 54 人 160 人 274 人 340 人 124 人 84 人 28 人 20 人
構成比 4.8% 14.3% 24.4% 30.3% 11.1% 7.2% 2.5% 1.8%

（技能労務職）
区分 1級 2級 合計
標準的な
職務内容

業務員・
給食調理員 -

職員数 24 人 13 人 1,121 人
構成比 2.1% 1.2% 100.0%
※深谷市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準
的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。職員
数は、部門別職員数の状況から教育長を除いたものです。

■各数値は1万円未満を四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

地方消費税
交 付 金 

分担金及び
負 担 金

繰 入 金

県支出金

繰 越 金

市 　 債

国庫支出金

地方交付税

歳入 歳出
民 生 費

総 務 費

市 　 税

商 工 費

農　　林
水産業費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

消 防 費

そ の 他

歳入予算額
収 入 済 額

歳出予算額
支 出 済 額

歳入予算額:
513億93万円
　

収入済額:
243億766万円

歳出予算額:
513億93万円
　

支出済額:
204億1,146万円

億円 億円
130140150160170180 120 110 100 100 110 120 130 140 150 160 17090 9080 8070 7060 6050 5040 4030 3020 2010 100 0

そ の 他

175億7,925万円

72億9,427万円

65億7,115万円

61億9,840万円

38億　914万円

25億7,773万円

14億3,176万円

12億9,177万円

11億9,817万円

33億4,927万円

93億3,728万円

48億8,875万円

30億9,812万円

0円

38億　914万円

6億5,703万円

1,087万円

5億4,151万円

7億2,440万円

12億4,057万円

169億1,910万円

106億1,608万円

55億3,005万円

52億7,166万円

48億2,402万円

33億　548万円

19億5,092万円

14億　278万円

7億5,075万円

7億3,009万円

79億4,412万円

23億8,866万円

22億6,959万円

24億7,650万円

15億9,940万円

16億3,831万円

8億4,189万円

4億6,612万円

3億5,147万円

4億3,542万円

一 般 会 計

特 別 会 計

■各数値は1万円未満を四捨五入して表示しています。
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フカニャンのワンポイント解説
fond of ～が好きだ
it it は仮主語で、本当の主語は to like them
as 理由を表す接続詞　　　　wander ぶらつく

　I am very fond of cats. It is easy to 
like them, as they are soft and usually 
happy to be with human beings. I 
notice that Japanese people are fond of 
cats.
　When I was a child, my grandmother 
always had at least two cats wandering 
round her house. I remember one 
of her cats. This female cat had 
kittens every year until the end of 
her life at the age of 17. She was the 
mother of over a hundred kittens. My 
grandmother gave the kittens to many 
people: to bus drivers, shop owners, 
neighbors and friends ‒ my mother 
was given a male cat called William.

　私は猫が大好きです。猫は柔ら
かくて、たいていは人に懐くので、
猫を好きになるのは簡単です。日
本人は猫好きですね。
　私が子どものころ、私の祖母の
家には、いつも少なくとも 2 匹の
猫がうろついていました。そのう
ちの 1 匹を覚えています。このメ
ス猫は、17 歳で死ぬまで、毎年子
猫を産みました。100 匹以上の子猫
の母親だったのです。祖母は、子
猫をたくさんの人にあげました。
バスの運転手、店の主人、近所の
人や友人にも。私の母は、ウィリ
アムという名前のオス猫をもらい
ました。

ロンドン近郊出身。ロンドン
大学歴史学学士号、エクセ
ター大学ヨーロッパ文学修士
号取得。1990 年から日本在
住。2002 年から埼玉工業大
学人間社会学部教授。

キャンパスライフdeＥｎｇｌｉｓｈ
Cats! 猫！

Nicholas
Williams

ニコラス
ウィリアムズ

もっと知りたい ♥
ウィリアムズ先生のこと

好きなアニメ
...『おじゃる丸』
好きな座右の銘
...Boys, be ambitious.

※フカニャンは、埼玉工業大学のマスコットキャラクターです。

JR
深
谷
駅
・
岡
部
駅
前

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
Ｊ

Ｒ
深
谷
駅
前
の
ス
テ
イ
シ
ョ
ン

ガ
ー
デ
ン
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

岡トシヱさん（江原）11月12日生

祝!! 100 歳

お誕生日
おめでとう
ございます

▲昨年の深谷駅前イルミネーション

ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
埼
玉
工
業

大
学
の
学
生
と
岡
部
商
工
会
青
年

部
の
協
働
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
岡
部
駅

南
側
の
「
希
望
が
岡
公
園
」
も
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

学
校
帰
り
や
会
社
帰
り
に
、
ま

た
、
特
別
な
人
と
一
緒
に
、
幻
想

的
な
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　

Ｊ
Ｒ
深
谷
駅
北
口
お

よ
び
Ｊ
Ｒ
岡
部
駅
南
側
「
希
望

が
岡
公
園
」

点
灯
期
間　

平
成
23
年
１
月
31
日

㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ　

秘
書
室
（
☎
574
‐

６
６
３
１
）

　

11
月
３
日
に
、
内
閣
府
か
ら
、

秋
の
褒
章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野

で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た

が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
、
発
令
日
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
。

秋
の
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
緑
綬
褒
章
（
褒
状
）

〈
社
会
奉
仕
活
動
功
績
〉

真
ま

下
しも

映
えい

子
こ

 氏
（上野台・66歳）
現  工業統計調査員

■
藍
綬
褒
章

〈
統
計
調
査
功
績
〉

植
うえ

草
くさ

優
まさる

 氏
（永田・61歳）
元  1 等空尉

■
瑞
宝
双
光
章

〈
防
衛
功
労
〉

田
た

村
むら

千
ち

晶
あき

 氏
（上柴町東・61歳）
元  1 等空尉

〈
防
衛
功
労
〉

野
の

澤
ざわ

政
まさ

二
じ

氏
（小前田・81歳）
元  警視長

〈
警
察
功
労
〉

安
やす

野
の

洋
よう

三
ぞう

 氏
（国済寺・67歳）
元  深谷市・岡部町共
同事務組合消防司令長

〈
消
防
功
労
〉

丹
たん

野
の

利
とし

德
のり

 氏
（上野台・61歳）
元  3 等空尉

■
瑞
宝
単
光
章

〈
防
衛
功
労
〉

茂
もて

木
ぎ

富
ふ

美
み

雄
お

氏
（緑ケ丘・71歳）
元  埼玉県警部

〈
警
察
功
労
〉

一い
ち

六ろ
く

会か
い

現  

地
域
交
流
支
援
活
動
奉
仕
団
体

代
表
：
定さ

だ

國く
に

康や
す

德ひ
ろ

氏
（
上
柴
町
西
）

４
日
：
教
育
研
究
所
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン

27
日
：
映
画
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」

市
内
で
撮
影
始
ま
る

７
日
：
市
長
・
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙

10
日
：
尾
高
惇じ
ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

生
家
・
旧
渋

沢
邸
「
中な
か
ん
ち

の
家
」
を
市
文
化

財
に
指
定

12
日
：
小こ

島じ
ま

市
長
就
任

22
日
：
キ
ン
カ
堂
破
産
手
続
き

開
始

26
日
：
福ふ
く

島し
ま

副
市
長
就
任

27
日
：
青せ
い

淵え
ん

公
園
開
園
、
春
の

青
淵
ま
つ
り
開
催

１
日
：
小こ

栁や
な
ぎ

教
育
長
就
任
・
子

ど
も
手
当
の
申
請
受
け
付
け

開
始
・
ふ
か
や
市
商
工
会
発
足

15
日
：
春
の
事
業
仕
分
け
実
施

16
日
：
深
谷
シ
ネ
マ
オ
ー
プ
ン

（
七
ツ
梅
酒
造
跡
に
移
転
）

１
日
：
新
火
葬
場
「
深
丘
園
」

供
用
開
始

９
日
：
市
の
花
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
」
に
決
定

28
日
：
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」

誕
生

１
日
：
河か
わ

村む
ら

副
市
長
就
任

４
日
：
「
キ
ラ
ラ
上
柴
」
オ
ー

プ
ン

７
日
：
秋
の
事
業
仕
分
け
実
施

20
日
・
21
日
：
全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ

ト
開
催

２
日
：
Ａア

リ

オ

ｒ
ｉ
ｏ
深
谷
オ
ー
プ
ン

振
り
返
る
２
０
１
０
年

１
月

２
月

３
月

４
月

６
月

７
月

11
月

12
月

11 月 20 日から全国で公開さ
れました

11 月 3 日には、一般公開さ
れました

振
り
返
る
２
０
１
０
年

12月
1日～
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ＣＦ
loseUp

ukaya

■市内でのイベントや出来事を写真で紹介するコーナーです。

クローズアップふかや

11

　道の駅はなぞの「ひだまりの公園」をメイン会場にふか
や緑の回廊第 2 弾イベントが行われました。来訪者はス
タンプラリーやユリの球根掘りなどを楽しんでいました。

花と植木と味覚の秋フェスタ
ふかや緑の回廊23

10

　10 月 23 日・24 日に全国から男女各 64 チームが参
加し、開催された日本ペタンク選手権大会。女子トリプ
ルスで、埼玉県 D が見事優勝し、日本一に輝きました。

第 25 回日本ペタンク選手権大会
川本おまつり広場23

10

　大寄地区青少年健全育成会主催によるマス釣り大会が
開催されました。約 500 匹のニジマスなどが放流され、子
どもたちは歓声を上げながら釣り上げていました。

大寄地区マス釣り大会
五ケ村用水路（大塚島）24

10

 「広げよう生涯学習ダンスの輪」のキャッチフレーズの
下、花園中央ダンスクラブ設立 25 周年記念チャリティー
ダンスパーティーが盛大に開催されました。

花園社交ダンスの集い
花園農業者トレーニングセンター24

10

　10 月 23 日～ 11 月 7 日までの土・日曜日、祝日に
いも掘り体験が行われ、市内外から延べ 551 人の参
加があり、秋の一

ひととき

時を過ごしていました。

いも掘り体験
川本サングリーンパーク24

10

▲優勝チームの石
いしい

井重
しげこ

子さん（左：東方）と柴
しばた

田つねさん（右：本田）

 9
11

　市では、市政への功労が顕著なかたや市民で徳行が
卓越したかたを表彰しました。受賞者は特別表彰 109
人 1 団体、一般表彰 89人、感謝状贈呈 3人 2 団体です。

第 5 回市政功労者表彰式
埼玉グランドホテル深谷

　昭和 45 年に発足した深谷吟詠会の創立 40 周年記
念大会が、開催されました。出演者は、漢詩や和歌な
どを独特の節回しで吟じ、美声を披露していました。

吟剣詩舞道大会
深谷市民文化会館小ホール24

10

▲午前の最後に行われた男性会員による合
ごうぎん

吟

第 5 回福祉健康まつり
深谷ビッグタートル

10

▲深谷大里看護専門学校の看護学生コーナー

　今年のスローガンは「まごころと笑顔でつくる福祉と
健康のまち」。80 を超える福祉施設・ボランティア団
体などが参加して、福祉健康まつりが開催されました。

31

 1
11

　音楽の美しさや楽しさを味わい、音楽への興味や
関心を育てることを目的として、埼玉県警察音楽隊
を招き、音楽鑑賞会が催されました。

音楽鑑賞会
豊里小学校

▲埼玉県警察音楽隊によるカラーガード演技

 7
11

　十
と お か ん や

日夜とは、旧暦 10 月 10 日に行われる収穫祭で
す。親子で「わら鉄砲」や「お餅

もち

」を作り、一足早い
伝統行事の十日夜を行いました。

十日夜
もくせい館

▲わら鉄砲で地面をたたく子どもたち

　昭和 6 年 11 月 11 日、渋沢栄一翁
おう

は 92 歳で逝去されま
した。八基公民館では毎年、命日に翁を偲

しの

ぶにぼうと会を
開催し、生花や好物だった煮ぼうとうをお供えしています。

栄一翁を偲ぶにぼうと会
渋沢栄一記念館11

11

▲翁の長女穂
ほ ず み

積歌
う た こ

子氏が作詞した八基小学校校歌を斉唱
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健康・子育てNaviな び

休日急患診療所 こども夜間診療所

	12	月	5	日・	12	日・	19	日・	23	日・	26	日・	31	日　	
診療日

	12	月	4	日・	 5	日・	11	日・	12	日・	18	日・	19	日・	23	日
	 	 	25	日・	26	日・	31	日　

	 1	月	1	日・	 2	日・	 3	日・	 9	日・	10	日・	16	日・	23	日
	 	 	30	日　

	 1	月	1	日・	 2	日・	 3	日・	 8	日・	 9	日・	10	日・	15	日
	 	 	16	日・	22	日・	23	日・	29	日・	30	日　

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科（こども）

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※こども夜間診療所を受診する際には、午後9時45分までに受け付けを済ませるよう、ご協力をお願いします。

休日急患の診療

健康・子育てNaviな び

事業名 実施日時など 対象者区域 会場 対象者など

マタニティ教室

	12	月 3日㈮・10日㈮・18日㈯
午前9時20分～ 11時50分

全区域
おおむね妊娠中期（16～ 27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約	 1	月 7日㈮・14日㈮・22日㈯

午前9時20分～ 11時50分

子育ての広場

	12	月	 6	日㈪

午前	10時～	11時	30分
午後	 1時～		4時

全区域
子育て中の保護者とお子さん（未就学児）
の交流の場としてお部屋を開放します。
※乳幼児相談（25ページ）と同日開催

	12	月	 8	日㈬

	12	月	15	日㈬

	12	月	27	日㈪ 午前	10時～	正午

離乳食教室 	12	月	 7	日㈫ （受け付け：午前9時45分～ 10時） 深　谷 おおむね3～ 4か月児　※1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児
健康診査

	12	月	10	日㈮

（受け付け：午後1時～ 1時30分） 深　谷

平成22年	 7	月	27	日～	 8	月	 4	日生まれ

	12	月	17	日㈮ 平成22年	 8	月	 5	日～	 8	月	15	日生まれ

	 1	月	 7	日㈮ 平成22年	 8	月	16	日～	 8	月	24	日生まれ

	12	月	14	日㈫ （受け付け：午後1時～ 2時） 川本・花園 平成22年	 7	月	・ 8月生まれ

1歳6か月児
健康診査

	12	月	15	日㈬

（受け付け：午後1時～ 2時）
深　谷

平成21年	 5	月	16	日～	 5	月	31	日生まれ

	 1	月	 6	日㈭ 平成21年	 6	月	 1	日～	 6	月	15	日生まれ

	 1	月	20	日㈭ 平成21年	 6	月	16	日～	 6	月	30	日生まれ

	12	月	22	日㈬ 岡　部 平成21年	 4	月・ 5月生まれ

3歳児健康診査

	12	月	 7	日㈫

（受け付け：午後1時～ 2時）

川本・花園 平成19年	 5	月	・ 6月生まれ

	12	月	16	日㈭
深　谷

平成19年	 5	月	17	日～	 5	月	31	日生まれ

	 1	月	13	日㈭ 平成19年	 6	月	 1	日～	 6	月	15	日生まれ

	 1	月	 5	日㈬ 岡　部 平成19年	 6	月	・ 7月生まれ

BCG接種

	12	月	 9	日㈭・14日㈫・20日㈪
（受け付け：午後1時～ 1時30分） 深谷・岡部 平成22年	 8	月	16	日～	 9	月	15	日生まれ

	 1	月	 7	日㈮ （受け付け：午後1時～ 1時30分） 川本・花園 平成22年	 9	月生まれ

指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、各会場（上記）へご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室、子育ての広場を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

※「健康相談」などをご利用のかたは、25ページの「各種無料相談」をご覧ください。

　　深谷市保健センター（☎575‐1101）
　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

深谷
総合
おか

岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎585‐2214）
川本保健センター（川本福祉健康課・☎583‐2532）
花園保健センター（花園福祉健康課・☎584‐1123）

岡部
川本

花園

花園

花園

花園

深谷

深谷

深谷

深谷

深谷

深谷

岡部

岡部

川本

花園

総合

おか

花園

母子保健

乳
幼
児
期
の
歯
科
保
健

　
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
３
歳

児
健
診
の
時
、
よ
く
聞
か
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

①
歯
科
か
ら
み
た
断
乳
の
時
期

と
そ
の
理
由

　
母
乳
や
哺
乳
瓶
で
の
授
乳

は
、
１
歳
６
か
月
ご
ろ
を
目
安

に
や
め
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

１
歳
を
過
ぎ
、
前
歯
が
生
え
そ

ろ
う
こ
ろ
ま
で
哺
乳
瓶
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
と
、
ミ
ル
ク
な

ど
が
長
時
間
に
わ
た
り
口こ

う

腔く
う

内

に
と
ど
ま
り
、
虫
歯
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
寝
る

前
に
乳
酸
菌
飲
料
や
ジ
ュ
ー

ス
、
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
の
糖
分

を
多
く
含
む
物
を
哺
乳
瓶
で
与

え
る
こ
と
を
避
け
、
コ
ッ
プ
を

使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
哺
乳
瓶
を
使
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
お
茶
を
薄
め

た
物
な
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
指
し
ゃ
ぶ
り
や
お
し
ゃ
ぶ
り

　
指
し
ゃ
ぶ
り
や
お
し
ゃ
ぶ
り
、

口
呼
吸
な
ど
は
、
３
歳
を
過
ぎ

て
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
う
こ
ろ
ま

で
に
や
め
な
い
と
、
歯
並
び
や

か
み
合
わ
せ
、
あ
ご
の
成
長
に

影
響
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
フ
ッ
化
物
を
応
用
し
た
虫
歯

予
防

　
歯
が
生
え
始
め
た
ら
、
年
に

２
～
４
回
、
フ
ッ
化
物
を
歯
面

に
塗
布
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
フ
ッ
化
物
配
合
歯

磨
き
剤
を
寝
る
前
に
使
用
す
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
仕
上
げ
磨
き

　
生
え
て
き
た
歯
は
、
虫
歯
に

な
り
や
す
い
の
で
、
小
学
校
低

学
年
ま
で
は
、
大
人
が
仕
上
げ

磨
き
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
他
、
歯
並
び
な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
に

は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子育てワンポイントアドバイス
　
休
日
急
患
診
療
所
は
、
休
日

（
こ
ど
も
夜
間
診
療
所
は
、
土

曜
日
・
休
日
の
夜
間
）
の
比
較

的
症
状
が
軽
い
急
患
の
か
た
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
「
数
日
前

か
ら
症
状
が
あ
っ
て
、
状
態
が

変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
か
た
は
、

平
日
の
外
来
で
診
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
休
日

急
患
診
療
所
が
平
日
の
外
来
と

同
じ
機
能
を
持
っ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。

　
現
在
、
内
科
は
内
科
標ひ

ょ
う

榜ぼ
う

医

師
、
小
児
科
は
小
児
科
標
榜
医

師
ま
た
は
協
力
し
て
く
だ
さ
る

医
師
が
、
２
人
体
制
で
診
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

小
児
科
専
門
医
の
診
療
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
小

児
科
後
方
支
援
病
院
に
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夜
10
時

を
過
ぎ
る
と
、
受
け
入
れ
困
難

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
間
に
受
け
付
け
を
済
ま

せ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
日
の
外
来
で
は
、

４
～
５
日
分
の
薬
を
出
す
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
休
日
急
患
診

療
所
で
は
、
最
低
限
の
薬
を
出

し
て
、
も
う
一
度
、
平
日
の
外

来
で
診
察
し
て
も
ら
う
よ
う
お

話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当

番
の
先
生
が
、
自
分
の
専
門
以

外
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い
る
と

き
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
最
近
、
救
急
外
来
を
安
易
に
利

用
す
る
か
た
が
い
ま
す
。
本
当
に

必
要
と
し
て
い
る
か
た
へ
の
対

応
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
か
か

り
つ
け
医
を
持
ち
、
日
ご
ろ
か

ら
、
健
康
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

深谷市・大里郡医師会からのお知らせ

原歯科医院
原
はら

一
かず

雄
お

先生

とき 休日診療医院名 問い合わせ

	12月26日㈰ 吉田眼科医院 ☎ 585‐2054

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話
でご確認ください。

※携帯電話からもご確認いただけます。
　Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
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日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
平
成
17
年
か
ら
、
日
本
脳

炎
予
防
接
種
の
接
種
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
た
こ
と
に
よ

り
、
第
１
期
定
期
の
３
回
接

種
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
に

つ
い
て
、
特
例
措
置
で
接
種

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
第
２
期
定
期
も

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
積
極
的
な
接
種
勧
奨
は
、
現

在
も
再
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
希
望
す
る
か
た
は
、
接
種

で
き
ま
す
。

　
予
診
票
は
、
未
使
用
の
第

１
期
定
期
分
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
予
診
票
が
な
い
か

た
は
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
の
上
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

対
象
　
９
～
13
歳
未
満

※
13
歳
の
誕
生
日
が
間
近

で
、
接
種
を
希
望
す
る
か

た
は
、
早
め
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
575
‐
１
１
０
１
）

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

　
自
分
の
骨
密
度
が
ど
の
く

ら
い
か
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　
検
診
と
相
談
に
か
か
る
時

間
は
、
お
よ
そ
20
～
30
分
で

す
。
検
査
方
法
は
、
手
首
部

分
の
Ｘ
線
撮
影
に
な
り
ま
す

の
で
、
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠

の
疑
い
が
あ
る
か
た
は
、
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

　
検
診
後
は
、
保
健
師
と
管

理
栄
養
士
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民
の

か
た

と
き
・
定
員

①
12
月
20
日
㈪
・
先
着
100
人

②
平
成
23
年
３
月
２
日
㈬
・

先
着
150
人

※
①
②
と
も
に
、
午
前
中

（
９
時
開
始
予
定
・
時
間

予
約
制
）

と
こ
ろ
　
深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー

検
査
料
　
300
円

申
し
込
み
　
①
は
、
12
月
８
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

※
②
は
、
後
日
、
広
報
ふ
か

や
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
575
‐
１
１
０
１
）

県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
場
所
や
診
療
科
目
、
時
間

な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る

と
、
県
内
の
約
１
万
か
所
の

医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
」
で
検
索

問
い
合
わ
せ
　
県
医
療
整
備
課

（
☎
048
‐
830
‐
３
５
４
２
）

ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
ナ
ー
ス
の

復
職
を
応
援
し
ま
す

　
県
で
は
、
も
う
一
度
働
い
て

み
た
い
看
護
師
さ
ん
の
職
場
復

帰
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
６

か
月
の
勤
務
研
修
に
よ
り
、

給
与
を
受
け
な
が
ら
、
復
職

に
必
要
な
看
護
技
術
を
学
び

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
復

職
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
勤
務
研
修
を
実
施
し

て
く
だ
さ
る
医
療
・
介
護
施
設

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
復
職
者

１
人
当
た
り
150
万
円
ま
で
県
が

助
成
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

㈳
県
看
護
協
会

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
048

‐
824
‐
７
２
６
６
）
へ

問
い
合
わ
せ
　
県
医
療
整
備
課

（
☎
048
‐
830
‐
３
５
４
２
）

「
患
者
さ
ん
の
た
め
の
３
つ

の
宣
言
」登
録
医
療
機
関

　
患
者
さ
ん
が
、
納
得
し
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
県
で
は
、
県
医
師
会

と
協
同
し
て
「
患
者
さ
ん
の

た
め
の
３
つ
の
宣
言
」
を
行

う
医
療
機
関
を
登
録
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。

宣
言
内
容

①
患
者
さ
ん
へ
十
分
な
説
明

を
行
い
、
同
意
を
得
て
医

療
を
提
供
し
ま
す
。

②
患
者
さ
ん
自
身
の
診
療
情

報
を
開
示
し
ま
す
。

③
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン

に
協
力
し
ま
す
。

Ｃ
「
埼
玉
県
３
つ
の
宣
言
」

で
検
索

問
い
合
わ
せ　
県
医
療
整
備
課

（
☎
048
‐
830
‐
３
５
４
２
）

☎ 574‐8002
☎ 551‐5055
☎ 573‐5115

☎ 587‐1170
☎ 585‐4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター
● 明戸子育て支援センター

● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

第 1期特例措置

対象年齢 第 1 期定期（3 ～ 7 歳 6 か
月未満）で接種した回数 接種できる回数と間隔

9 歳以上 13 歳未満
※ 13 歳の誕生日の
前々日まで

0回
（全く接種していない） 3回

6 ～ 28 日間隔で 2 回接
種。おおむね 1 年後に
1回追加接種

1回 2回 1回目接種後、6日以上
空けて 2回目接種

2回 1回 ‐

第 2期定期

対象年齢および対象者 接種できる回数

9 歳以上 13 歳未満（13 歳の誕生日の前々日まで）
で、第 1期定期（上記特例措置を含む）分の 3回が
お済みのかた

1回

問い合わせ

健康・子育てNaviな び

保健センターからのお知らせ子育て支援センター

○以下の事業は予約制です　　12 月 21 日㈫午前 9 時から電話でお申し込みいただけます
事業名 内　容 会　場　・　日　時 対　象 定　員 参加料 受け付け

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

桜ヶ丘子育て支援センター
	 1月	12日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	19日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	26日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半以上児と保護者
1歳半未満児と保護者
未就学児と保護者 各 日

先着 20 組 無料 桜ヶ丘子育て支援センター

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
		1 月 14・28日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	21日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

　
1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者

給食体験
給食を食べながら、栄養士
が食事や栄養について相
談に応じます

藤沢子育て支援センター
	 1月	11日㈫	午前 11 時～正午

離乳食を終了してい
る未就学児と保護者 先着	 7	 組 親 300 円

子 250 円 藤沢子育て支援センター

ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？

おかべ子育て支援センター
	 1月	15日㈯	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 未就学児の保護者 先着 20 人 無料 おかべ子育て支援センター

親子のための
アロマテラピー
講演会

子育てに役立つアロマテラ
ピーのお話です。癒やしの
ひとときを過ごしましょう

桜ヶ丘子育て支援センター
	 1月	25日㈫	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 未就学児の保護者

先着 20 人
（託児は先
着 15人）

無料 桜ヶ丘子育て支援センター

○以下の事業は予約不要です
事業名 内　容 会　場　・　日　時 対　象 定　員 参加料 受け付け

わくわく教室

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

藤沢子育て支援センター
	 1月	12日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	19日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	26日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半以上児と保護者
1歳半未満児と保護者
未就学児と保護者

人数の制限
はありません 無料 各会場に直接お越し

ください

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです

お誕生会

おかべ子育て支援センター
	 1月	12日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	19日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	26日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

1歳半未満児と保護者
1歳半以上児と保護者
未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです
お誕生会

豊里子育て支援センター
		1 月 12・19日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	26日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシップ
を取って遊べるひとときです
お誕生会

明戸子育て支援センター
		1 月 12・19日㈬午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	26日㈬	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

未就学児と保護者

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の
読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
		1 月 14・28日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	21日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児と保護者
１歳半以上児と保護者

おかべ子育て支援センター
		1 月 14・28日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分
	 1 月	21日㈮	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

１歳半以上児と保護者
１歳半未満児と保護者

豊里子育て支援センター
		1 月 14・21・28日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

明戸子育て支援センター
		1 月 14・21・28日㈮午前 10時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

パワフルらんど わくわく・おはなし教室が、はた
らふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
	 1月	20日㈭	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

ハートフル広場 お子さんの発達について、
保健師がアドバイスします

豊里子育て支援センター
	 1月	18日㈫	午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 未就学児と保護者

育児相談 子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前 8時 30分～午後 5時
	（随時相談に応じます）

未就学児と保護者

広場 事業のない時間、子育て支
援センターを開放しています

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前 9時～正午・午後 2時
30 分～ 4時 30 分
	（詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターの事業については、市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。
※子育て支援センターは、未就学児と保護者のかたが利用できます。また、日・月曜日、祝休日はお休みです。
※ 12月24日㈮、1月7日㈮のおはなし教室、1月5日㈬のわくわく教室、1月6日㈭のパワフルらんどはお休みになりますが、各子育て支援センター

は開放していますので、ご利用ください。

※徒歩・自転車などで
お越しのかたは、予
約は不要です。
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年末年始
ごみの特別収集について

アーティスト倶楽部
演劇ワークショップを開催

●問い合わせ　生涯学習課（☎572‐9581）

●問い合わせ　環境課（☎571‐0789）
大里広域深谷清掃センター（☎571‐0799）

国民年金のメリット
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5158）

保 険 年 金 課（☎574‐6641）
岡部市民環境課（☎585‐2213）
川本市民環境課（☎583‐2783）
花園市民環境課（☎584‐1122）

MONTHLY  NEWS

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部

登
録
者
（
市
内
在
住
の
小
学

校
４
年
生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
23
年
１
月
29
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館

展
示
室

内
容　

県
北
地
域
で
活
躍
し
て

い
る
「
劇
団
Ｑ
」
の
俳
優
さ

ん
に
よ
る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
、
楽

し
く
表
現
す
る
方
法
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
料　

無
料

定
員　

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
平

成
23
年
１
月
７
日
㈮
午
後
２

時
か
ら
教
育
庁
舎
内
で
公
開

抽
選
を
し
ま
す
。

申
し
込
み　

12
月
28
日
㈫
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た

は
直
接
生
涯
学
習
課
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で

参
加
し
た
い
か
た
は
、
は
が

き
１
枚
に
参
加
人
数
分
の
氏

名
を
記
入
の
上
、
抽
選
し
た

際
、
人
数
分
当
選
し
な
か
っ

た
場
合
、
「
全
員
行
か
な

い
」
ま
た
は
「
当
選
人
数
分

参
加
す
る
」
の
ど
ち
ら
か
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
か
た

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ

先
」
と
思
わ
れ
る
か
た
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年

金
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
❶　

生
涯
の
年
金
額

は
保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金

は
２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月

分
ま
で
は
３
分
の
１
）
が
国
庫

負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い

る
た
め
、
支
払
っ
た
保
険
料
を

上
回
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
計
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
で

は
、
１
９
８
５
年
生
ま
れ
の
か

た
で
も
、
納
め
た
保
険
料
の

１
・
７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
❷　

老
後
を
支
え
る

終
身
保
障

　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る

限
り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生

涯
の
保
障
で
あ
り
、
老
後
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
❸　

け
が
や
病
気
、

万
が
一
の
と
き
に
も
サ
ポ
ー
ト

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ

け
で
な
く
、
加
入
者
が
け
が
や

病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は

「
障
害
基
礎
年
金
」
、
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
遺
族

に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給

さ
れ
る
な
ど
、
あ
な
た
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
❹　

納
め
た
保
険
料

は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申

告
の
際
に
全
額
が｢

社
会
保
険

料
控
除｣

と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
❺　

国
民
年
金
は
経

済
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合
わ

せ
て
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給

付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
仕
組
み

に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る

た
め
、
年
金
に
加
入
（
20
歳
）

し
て
か
ら
年
金
を
受
給
（
65

歳
）
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社

会
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て

も
、
年
金
の
価
値
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金

の
加
入
記
録
が
確
認
で
き

ま
す

　

年
金
の
加
入
記
録
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利

用
に
な
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
12
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
は
、

深
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

で
き
る
限
り
12
月
28
日
㈫
ま
で
の

搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

搬
入
で
き
る
物　

燃
や
せ
る
ご
み
・

燃
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
・

資
源
物
・
有
害
ご
み

※
正
し
く
分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

受
入
料
金

【
家
庭
の
ご
み
】
50
㎏
以
下
＝
無

料
、
50
㎏
を
超
え
る
部
分
＝
10
㎏

に
つ
き
10
円

【
事
業
の
ご
み
】
10
㎏
に
つ
き
150
円

し
尿
・
浄
化
槽
の

く
み
取
り
に
つ
い
て

　

年
末
の
し
尿
・
浄
化
槽
の
く
み
取

り
は
、
深
谷
・
岡
部
地
区
が
12
月
29

日
正
午
ま
で
、
川
本
・
花
園
地
区
が

12
月
28
日
午
後
４
時
30
分
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
に
よ
り
、
く

み
取
り
最
終
日
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
下
記
の
日
程
を
確
認
の
上
、
早

め
に
担
当
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
始
の
く
み
取
り
に
つ

い
て
は
、
両
地
区
と
も
平
成
23
年
１

月
４
日
㈫
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
掃
除
な
ど
に
伴
う
大
量

の
ご
み
は
収
集
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん

の
で
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

を
ご
確
認
の
上
、
深
谷
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭
に
、「
燃

や
せ
る
ご
み
」
の
み
を
特

別
に
収
集
し
ま
す
。
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
、
ご
み
収
集
所
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

27
通常収集

28
通常収集

29
特別収集
燃やせる
ごみのみ

30
特別収集
燃やせる
ごみのみ

31
収集なし

1/1
収集なし

××
12/26
収集なし

×
直接搬入できます

2
収集なし

×
5

通常収集
6

通常収集
7

通常収集
4

特別収集
燃やせる
ごみのみ

3
収集なし

8
収集なし

×
直接搬入できます

×

区分
年末 年始

申し込み・問い合わせくみ取り
最終申込日

くみ取り
最終日

くみ取り
開始日

深谷・岡部地区 12月24日㈮ 12月29日㈬
正午まで

1月4日㈫

申し込み…各地区の担当業者へ
問い合わせ…衛生センター
　　　　　　(☎571‐4920)

川本・花園地区 ※早めにお申し
込みください。

12月28日㈫
午後4時30分まで

申し込み…各地区の担当業者へ
問い合わせ… 寄居町汚泥再生処理センター
　　　　　　(☎582‐0715)

（ ） （ ）

（ ）

〈
往
復
は
が
き
の
記
入
例
〉

※
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
本
住
町
17
‐
３

申
込
者
の
住
所

申込者の郵便番号 深
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

申
込
者
の
名
前

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

　

氏
名

　

学
校
名
・
学
年

3 6 6 0 8 2 3

往信返信

郵便往復はがき郵便往復はがき （返信裏）（往信裏）



ところ 講 座 名 内　容 と　き（1 月） 定員 参加料 対　象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 12 日㈬
13 日㈭

午前 9 時～
11 時 45 分

先着
18 人

500 円
（資料代）

パソコンの初歩から学
びたいかた

のんびり入力 文字入力のマスターと IME パッド・
辞書の利用など

17 日㈪
18 日㈫

先着
18 人

500 円
（資料代）

パソコン入門受講済みま
たは同レベルのかた

ムービー
メーカー

サンプルピクチャーを使ってオリジ
ナルのスライドショーを作成 20 日㈭ 先着

18 人
500 円

（資料代） 日本語入力ができるかた

Word2007
入門

文書の作成、ワードアートとイラス
トの挿入

25 日㈫
26 日㈬

先着
18 人

500 円
（資料代） 日本語入力ができるかた

▪対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　１２12 月 24 日㈮午前 9 時から、参加料を添えて深谷公民館へ

パソコン教室
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情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファクス　　３＝メール　　Ｃ＝ホームページ

情報ひろば

●市役所窓口取扱時間

◦月～金曜日
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分まで（祝休日を除く）
◦木曜日
　市役所本庁舎 1・2 階の窓口業務は午後 7 時 15 分ま

で（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

●火災（消防車の出動）の問い合わせ
テレホンサービス番号  0180-99-4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎ 571‐0119）へ

■広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。送付を希望されるか
たは市社会福祉協議会 ( ☎ 573‐6563) へご連絡ください。

12月
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●防災行政無線放送内容のご案内

※通話料のみで、情報料は掛かりません。

きゅうきゅうよぼうさい

テレホンサービス番号  0180-99-4431

  市役所の連絡先

▪本庁舎（〠 366‐8501 深谷市仲町 11‐1）
　☎ 571‐1211（代表）
▪岡部総合支所（〠 369‐0292 深谷市岡 2381‐1）
　☎ 585‐2211（岡部総務課）

▪川本総合支所（〠 369‐1192 深谷市田中 197）
　☎ 583‐2781（川本総務課）
▪花園総合支所（〠 369‐1293 深谷市小前田 2345）
　☎ 584‐1121（花園総務課）

主 な 施 設 か ら の お 知 ら せ
情報ひろばの見方
１＝問い合わせ　 ２＝申し込み　 ☎＝電話
５＝ファクス　 ３＝メール　 Ｃ＝ホームページ

ところ イベント名 内　容 と　き 備　考

深谷図書館
☎ 571‐8210

ちいさい子のための
おはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど 12月 8日㈬ ①午前10時30分～

②午前11時～
▪対象　0 ～ 3 歳くらい
※①②とも同じ内容です。

クリスマス
おたのしみ
おはなし会

1部＝絵本、ストーリーテリング
（語り）など
2部＝歌と楽器による音楽会

12月23日㈷ 午後1時30分～ ▪対象　幼児・小学校低学年

国民読書年
記念講演会

テーマ『児童書を読んでみよう！』
児童書は子どものものだけでは
ありません。その魅力と楽しみ
方について、出版に携わってい
る立場からのお話をしていただ
きます。

12月12日㈰ 午後1時30分～

２各図書館へ
▪講師　今

いまむら

村正
まさ

樹
き

氏（㈱偕成社代
表取締役社長）

▪定員　先着 50 人
▪対象　市内在住か在勤・在学者

岡部図書館
☎ 585‐5968

わくわく
クリスマス会

おはなしと歌（絵本、大型紙芝
居、ブラックシアター、手遊び、
手品、歌など）

12月23日㈷ 午後2時～ ▪対象　幼児・小学校低学年

川本図書館
☎ 583‐6250 おはなし会

絵本「ぼくとチマチマ」・「てぶ
くろ」、紙芝居「サンタクロース
のおくりもの」、折り紙

12月11日㈯ 午後2時～ 3時 ▪対象　幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）

☎ 579‐1333
わくわく

クリスマス会
おはなしと歌（絵本、大型紙芝
居、ブラックシアター、手遊び、
手品、歌など）

12月23日㈷ 午後2時～ ▪対象　幼児・小学校低学年

※深谷図書館では、平成 23 年 1 月 28 日㈮まで外壁改修工事を行っています。来館の際は、十分に安全確認をお願いします。
▪休館日

〈4館共通〉〔12月〕6日㈪・10日㈮・13日㈪・20日㈪・24日㈮ ・27日㈪・29㈬～ 31日㈮
　　　　　〔 １月〕1日㈷・2日㈰・11日㈫・14日㈮ ・17日㈪・24㈪・31日㈪

図書館

グリーンパーク・パティオ ☎574‐5000

パティオからのお知らせ　パティオでは個人会員を募集しています。会員になると、南国気分を味わえる室内プールで、一年中泳
ぎ放題です。健康管理をされたいかた・ダイエットをしているかた・年間通して泳ぎたいかたをお待ちしています。

【1 年 会 員】一般＝24,000円、中学生＝12,000円、小学生＝9,000円
【6か月会員】一般＝12,500円、小･中学生＝6,500円
【3か月会員】一般＝7,000円、小･中学生＝4,000円
定期休館のお知らせ　平成23年2月1日㈫～ 3月1日㈫まで、プールの水の張り替えや館内総点検のため休館とさせていただきます。

プールプログラム

プログラム／平成 23 年 3 月 18 日㈮まで（休館日および祝休日を除く） 備　　　考

アクアビクス（①③＝ 40 分間、②＝ 30 分間）
▪講師　保

ほ

泉
ずみ

亜
あ

希
き

子
こ

、小
こ

暮
ぐれ

美
み

佐
さ

子
こ

①毎週月曜日午後 7 時～
②毎週木曜日午後 2 時～
③毎週金曜日午後 2 時～

▪定員　各回先着 20 人
▪使用予定プール　造波プール

やさしいアクアウオーキング（40 分間）
▪講師　戸

と べ

部伸
のぶひろ

広
毎週木曜日午前 11 時～ ▪定員　各回先着 20 人

▪使用予定プール　造波プール

足腰に負担の少ないアクアウオーキング（40 分間）
▪講師　長

は

谷
せ

川
がわ

紀
のり

雄
お 毎週水曜日午前 11 時～ ▪定員　各回先着 20 人

▪使用予定プール　造波プール

ちょっと変わったウオーキング（30 分間）
▪講師　長谷川紀雄

毎週水曜日午後 7 時～ ▪定員　各回先着 20 人
▪使用予定プール　造波プール

ウオーク＆バランス＆筋トレ（40 分間）
▪講師　保泉亜希子

毎週水曜日午後 2 時～ ▪定員　各回先着 20 人
▪使用予定プール　25m プール

初めてのアクア筋トレ下半身編（45 分間）
▪講師　戸部伸広

毎週木曜日午後 7 時～ ▪定員　各回先着 20 人
▪使用予定プール　25m プール

初めてスイミング・クロールチャレンジ編 Vol.5（45 分間）
▪講師　長谷川紀雄

毎週金曜日午後 7 時～ ▪定員　各回先着 10 人
▪使用予定プール　25m プール

初めてスイミング・クロールチャレンジ編 Vol.6（45 分間）
▪講師　長谷川紀雄

毎週金曜日午前 10 時 45 分～ ▪定員　各回先着 10 人
▪使用予定プール　25m プール

※参加料は無料（別途プール利用料が必要）
※申し込みは不要です。ご希望のプログラム開催時間に使用予定プールにお集まりください。
※プログラム開始から 5 分を過ぎた後からのご参加は、安全管理の都合上、お断りしますので時間までにお越しください。
※プログラムは変更・中止の場合がありますので、事前にお問い合わせください。

営業時間 入場料 注意
午前10時～午後9時

（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館
※12月22日㈬～平成23年１月10
　日㈷までは休まず営業します。

一般＝ 800 円
小・中学生＝ 400 円

※オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたのご入場はできません。
　飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。
　また、小学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。
　入れ墨やタトゥーなどを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内　容 と　き 参加料 備　考

無料園芸相談

▪相談員　門
か ど

井
い

照
て る

光
み つ

植木・盆栽などの手入れから剪
せんてい

定方
法まで、園芸に関することでお困り
のかたはご相談ください。専門相談
員が、丁寧にお答えします。

毎週日曜日
※都合により、変更と

なる場合があります。
無　料 ▪ところ　パティオ

　　　　　1 階フラワーホスピタル

新春を飾る松竹梅

▪講師　門井照光
松竹梅を使った寄せ植え～盆栽用の
松竹梅を使って手軽に和を楽しむ～

12 月 23 日㈷　
午後 1 時 30 分

～ 3 時 30 分
2,500 円

▪定員　20人（応募多数の場合は抽選）
▪ところ　パティオ
　　　　　1階フラワーホスピタル
２12月17日㈮までに、パティオへ

人口：147,817人　　男性：73,880人　　女性：73,937人　　世帯数：54,951世帯　（平成22年11月1日現在・外国籍のかたも含みます）



INFORMATION

情報ひろば

2010－�－広報ふかや 2010－�－広報ふかや

募
集

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

１
市
立
図
書
館
（
☎
571
‐
８
２

１
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

図
書
館
で
は
、
市
内
企
業
を
対

象
に
１
年
間
雑
誌
の
購
入
、
寄
贈

を
し
て
い
た
だ
け
る
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
企
業

か
ら
の
雑
誌
に
は
、
企
業
名
と
広

告
を
張
り
付
け
、
そ
れ
を
図
書
館

で
貸
し
出
し
ま
す
。

２
12
月
10
日
㈮
か
ら
、
問
い
合
わ

せ
先
へ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
14
回
深
谷
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

１
市
観
光
協
会（
☎
575‐０
０
１
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
観
光
協
会
で
は
、
『
第
14
回

深
谷
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』
を

開
催
し
ま
す
。

※
応
募
要
領
お
よ
び
応
募
票
は
、

市
観
光
協
会
、
市
役
所
本
庁
舎

総
合
案
内
、
各
総
合
支
所
、
教

育
委
員
会
、
市
内
カ
メ
ラ
店
で

入
手
で
き
ま
す
。

題
材　
四
季
を
通
じ
た
深
谷
の
名

所
、
自
然
、
文
化
財
、
そ
の
他
、

市
内
各
地
で
行
わ
れ
る
行
事
な

ど
と
し
、
観
光
宣
伝
に
適
切
と
思

わ
れ
る
未
発
表
の
写
真
で
、
平
成

22
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

募
集
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
ツ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り

可
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
写
真
も
可
）

締
め
切
り　

平
成
23
年
１
月
７
日

㈮
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

講
座

NPO
法
人
設
立
支
援
講
座

１
２
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
524
‐
１
１
１
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

平
成
23
年
１
月
13
日
㈭
午

後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

深
谷
公
民
館
大
会
議
室

受
講
料　

無
料

は
じ
め
の
一
歩
応
援
セ
ミ
ナ
ー

１
児
童
課
（
☎
574
‐
６
６
４
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

結
婚
・
出
産
を
機
に
退
職

し
た
が
、
再
就
職
を
考
え
て
い

る
子
育
て
中
の
女
性

※
子
ど
も
同
伴
で
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

と
き　

平
成
23
年
１
月
21
日
㈮
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
公
民
館
小
会
議
室

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

無
料

２
12
月
20
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
問

い
合
わ
せ
先
へ

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

（
短
期
講
習
）

１
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講

習
係
（
☎
048
‐
829
‐
２
６
８
１
・

〠
330
‐
0062
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

仲
町
３
‐
２
‐
23
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

１
～
６
歳
ま
で
の
幼
児
を
対
象

に
し
た
、
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す

い
事
故
の
予
防
と
応
急
手
当
の
知

識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

と
き　

平
成
23
年
1
月
26
日
㈬
午

前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ

ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
抽
選
）

講
師　

日
赤
幼
児
安
全
法
指
導
員

受
講
料　

300
円

２
12
月
27
日
㈪
ま
で
に
、
は
が
き

に
コ
ー
ス
名
「
Ｈ
‐
８
」
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
６
回
介
護
教
室

１
深
谷
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
清
風
苑（
☎
583
‐
５
９
６
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯
午

後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館

内
容　

緊
急
時
の
介
護
方
法
に
つ

い
て

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

無
料

２
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮
ま
で

に
、
問
い
合
わ
せ
先
へ

催
し

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

１
も
く
せ
い
館
（
☎
583
‐
７
７
３
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

テ
ー
マ 

「
冬
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

12
月
18
日
㈯
午
後
６
時
30

分
～
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

25
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

２
当
日
も
く
せ
い
館
で
受
け
付
け

ま
す
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
郡ぐ

う

家け

の
成
立
と
機

能
―
幡は

羅ら

遺
跡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」

１
生
涯
学
習
課（
☎
572
‐
９
５
８
１
・

〠
366
‐
0823
本
住
町
17
‐
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

幡
羅
遺
跡
の
調
査
成
果
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
各
研
究
者
に
よ

る
事
例
発
表
お
よ
び
研
究
発
表
を

行
い
ま
す
。
古
代
郡
役
所
の
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
と
幡
羅
遺
跡
の

歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
き
ま
す
。

と
き　

平
成
23
年
１
月
23
日
㈰
午

情報ひろばの見方

１＝問い合わせ　　２＝申し込み　　☎＝電話　　５＝ファクス　　３＝メール　　Ｃ＝ホームページ

21 20

日
（
12
月
27
日
㈪
・
30
日
㈭
を

除
く
）
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
12
月

10
日
㈮
・
24
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時

定
員　

開
村
日
＝
先
着
20
～
25
人

程
度
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
各
先
着

10
人
程
度

参
加
料　

開
村
日
＝
利
用
者
800

円
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
500
円
、
囲

碁
ク
ラ
ブ
＝
100
円

２
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ

ん
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

介
護
者
の
つ
ど
い

１
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・

森も
り

田た

さ
ん
（
☎
571
‐
０
７
５
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

12
月
８
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
１
階
談
話
室

内
容　

家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持

つ
人
た
ち
と
の
交
流

「
一
休
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
活
性
化
サ
ロ
ン
一
休
（
☎
575
‐

０
０
８
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
空
想
陶
器
展

と
き　

12
月
９
日
㈭
ま
で

出
展
者　

長は

谷せ

川が
わ

聡さ
と
る

さ
ん

内
容　

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
取
り

入
れ
た
作
品
約
200
点
の
展
示

◆
手
作
り
フ
ェ
ア

と
き　

12
月
10
日
㈮
～
16
日
㈭

出
展
者　

れ
ん
げ
草

前
10
時
～
午
後
３
時
50
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

定
員　

300
人
（
抽
選
）

参
加
料　

無
料

２
12
月
31
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
（
往
信
面

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

返
信
面
に
あ
て
名
を
記
入
）

で
、
生
涯
学
習
課
「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
観
覧
」
係
へ

「
あ
ぃ
ん
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
あ
ぃ
ん
（
☎
575
‐
３
４
２
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
ク
リ
ス
マ
ス
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

と
き　

12
月
２
日
㈭
～
20
日
㈪

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
ウ
イ
ン

タ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
ち
な
ん
だ
手

仕
事
作
品
の
展
示
即
売
（
リ
ー

ス
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
ビ
ー
ズ
・

木
工
・
陶
器
・
織
物
な
ど
）

と
こ
ろ　

深
谷
町
10
‐
24
（
旧
中

山
道
の
旧
七
ツ
梅
酒
造
向
い
）

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
和
室
12
畳
）
の

利
用
希
望
の
か
た
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
12
月
27
日
㈪
～
平
成
23
年
１
月

７
日
㈮
は
、
お
休
み
で
す
。

あ
っ
た
か
村

１
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
☎
・

５
572
‐
３
０
１
３
）、木き

部べ

さ
ん

（
☎
570
‐
１
８
７
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
き　

開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜

内
容　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
洋
小

物
・
和
紙
雑
貨
・
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
・
ニ
ッ
ト
製
品
・
カ

ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
の
展
示

◆
工
房
西
岡
の
ク
リ
ス
マ
ス
展

と
き　

12
月
17
日
㈮
～
25
日
㈯

出
展
者　

西に
し

岡お
か

忠た
だ

司し

さ
ん

内
容　

優
し
い
木
の
ぬ
く
も
り
が

伝
わ
る
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト

と
こ
ろ　

深
谷
町
10
‐
24
（
旧
中

山
道
の
旧
七
ツ
梅
酒
造
向
い
）

※
12
月
27
日
㈪
～
平
成
23
年
１
月

６
日
㈭
は
、
お
休
み
で
す
。

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１
深
谷
保
育
園
（
☎
551
‐
６
３
３

３
）、
深
谷
西
保
育
園
（
☎
573

‐
０
０
０
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
独
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
育
士
や
お
母
さ
ん
同
士
、
気

軽
に
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

25
日
㈯

午
前
９
時
15
分
～

18
日
㈯

午
前
10
時
～

16
日
㈭

午
前
10
時
～

14
日
㈫

午
前
10
時
～

13
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～

11
日
㈯

午
前
10
時
～

と
き
（
12
月
）

保
育
園
合
同
お

遊
戯
会

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

ク
リ
ス
マ
ス
製
作

ク
リ
ス
マ
ス
製
作

ジ
ュ
ニ
ア

（
０
・
１
歳
児
）

も
ぐ
も
ぐ
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

（
試
食
会
）

内
容

深
谷
市
民
文
化

会
館

深
谷
西
保
育
園

（
要
予
約
）

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

深
谷
西
保
育
園

深
谷
保
育
園

（
要
予
約
）

と
こ
ろ

☆
す
く
す
く
交
流
会
☆

と
き　

毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
～
11
時
（
要
予
約
）

内
容　

同
年
齢
の
子
ど
も
、
お
母

さ
ん
、
保
育
士
と
の
交
流
な
ど

彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る

た
深
谷
市
内
大
会

１
２
深
谷
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
・
青あ

お

木き

さ
ん
（
☎
585
‐
０
５

３
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

県
大
会
を
目
指
し
て
、
か
る
た

大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生

地区 とき ところ
予選大会

花園地区 12月11日㈯
午前1時30分～ 花園小学校体育館

川本地区 12月19日㈰
午後1時～ もくせい館

岡部地区 1月9日㈰
午後1時～ 岡部公民館

深谷地区 1月16日㈰
午前9時30分～ 幡羅公民館

深谷市大会

－ 1月30日㈰
午後1時～ 深谷公民館

生
活

成
人
式
に
よ
る

交
通
渋
滞
の
お
知
ら
せ

１
生
涯
学
習
課（
☎
572
‐
９
５
８
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

成
人
式
の
開
催
に
伴
い
、
深
谷

ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
周
辺
道
路
（
深

谷
嵐
山
線
、
南
通
り
線
な
ど
）
お

よ
び
駐
車
場
で
、
交
通
渋
滞
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

成
人
式
開
催
日
時　

平
成
23
年
１

月
９
日
㈰
受
付
＝
午
後
１
時
、

開
式
＝
午
後
２
時
、
終
了
予
定

＝
午
後
３
時
30
分

※
成
人
式
へ
は
、
送
迎
ま
た
は
乗

り
合
わ
せ
の
上
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
周
辺
に
お
住
ま
い
の
か
た

に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
償
却
資
産
の

申
告
に
つ
い
て

１
資
産
税
課
（
☎
574
‐
６
６
３
８
・

〠
366
‐
8501
仲
町
11
‐
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償

却
資
産
を
所
有
す
る
か
た
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却

資
産
の
状
況
に
つ
い
て
「
償
却
資

産
申
告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
23
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
（
償

却
資
産
を
他
人
に
貸
与
し
て
い

る
か
た
も
含
ま
れ
ま
す
） 

申
告
対
象
資
産　

土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
有
形
の
固
定
資

産
（
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
や
、

少
額
の
減
価
償
却
資
産
な
ど
は

申
告
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

　

〈
少
額
の
減
価
償
却
資
産
と
は
〉

①
耐
用
年
数
１
年
未
満

②
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の

も
の
で
、
一
時
損
金
算
入
さ

れ
る
も
の

③
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の

も
の
で
、
３
年
間
で
一
括
損

金
算
入
す
る
も
の 

提
出
先　

平
成
23
年
1
月
31
日
㈪

ま
で
に
、
償
却
資
産
申
告
書
と

種
類
別
明
細
書
を
添
え
て
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
問
い
合
わ
せ

先
へ

※
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
種
類

別
明
細
書
が
必
要
な
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

１
資
産
税
課
（
☎
574
‐
６
６
３
８
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

そ
の
建
物
に
課
税
さ
れ
て
い
た
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
（
市
街

化
区
域
お
よ
び
用
途
地
域
）
は
課

税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
１
月
１
日
が
賦
課
期
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日
で
す
の
で
、
例
え
ば
平
成
23
年

１
月
20
日
に
取
り
壊
し
た
場
合
、

平
成
23
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
住

宅
用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に

つ
い
て

１
保
険
年
金
課
（
☎
574
‐
６
６
４

１
）、
岡
部
市
民
環
境
課
（
☎
585

‐
２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境

課
（
☎
583
‐
２
７
８
３
）、
花
園

市
民
環
境
課（
☎
584
‐
１
１
２
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と

は
、
新
薬
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た

後
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
で
製

造
し
た
薬
の
こ
と
で
す
。
新
薬
に

比
べ
て
開
発
費
を
抑
え
ら
れ
る
た

め
値
段
が
安
く
、
個
人
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、

医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。た
だ
し
、す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　

ご
希
望
の
か
た
は
、
か
か
り
つ

け
医
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
い
た

だ
く
か
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓

口
で
、
保
険
証
や
診
察
券
と
一
緒

に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て
】

情報ひろばの見方
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23 22

化
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
交

通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
ス
ト
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
チ
運
動
の

推
進

　
　

夕
暮
れ
時
に
歩
行
者
な
ど
の

発
見
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ま

た
、
自
分
の
存
在
を
周
り
に
分

か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
自
転
車
利
用
の
皆
さ

ん
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

一
時
停
止
す
べ
き
場
所
で
は

必
ず
停
止
し
、
他
の
車
や
歩
行

者
な
ど
の
危
険
要
因
を
探
す

「
ス
ト
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
サ
ー

チ
運
動
」
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

独
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
雇
用
均
等
室
に

１
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
☎

048
‐
600
‐
６
２
１
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

雇
用
均
等
室
は
厚
生
労
働
省
の

出
先
機
関
で
す
。

　

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
の
ほ
か
、

男
女
で
の
差
別
的
な
扱
い
、
妊

娠
・
育
児
休
業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
（
退
職
を
強
要
さ
れ
た
、
パ
ー

ト
に
な
れ
と
言
わ
れ
た
）
や
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
関
し
て

の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

と
き　

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30

　

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
保
険
証
郵
送
時
に
、

１
世
帯
１
枚
ず
つ
同
封
し
ま
し
た

が
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か

た
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

１
生
活
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
課
（
☎

574
‐
８
８
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
人

や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

り
、
ま
た
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
事
故
の
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
14
日
㈫
ま
で

【
重
点
目
標
】

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
。
平
成
21
年
６
月
に
、
飲
酒

運
転
に
対
す
る
処
分
が
、
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
罪
の
意
識
を
認

識
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
死

亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
信

号
機
や
横
断
歩
道
が
あ
る
と
こ

ろ
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
交
通
安
全
教
室
な
ど

に
参
加
し
て
、
身
体
機
能
の
変

分
～
午
後
５
時
15
分

相
談
料　

無
料

犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
つ
い
て

１
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
犯

罪
被
害
者
支
援
室
（
☎
048
‐
832

‐
０
１
１
０
・
内
線
２
７
０
４
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

殺
人
な
ど
、
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
遺

族
や
、
重
傷
病
・
障
害
の
重
大
な

被
害
を
受
け
た
被
害
者
に
対
し

て
、
国
か
ら
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
一
般
・
高
校
生
の
部
）

１
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・

藤ふ
じ

本も
と

さ
ん
（
☎
090
‐
１
５
３
１

‐
４
７
７
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学

者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
お
よ

び
連
盟
登
録
チ
ー
ム

と
き　

平
成
23
年
１
月
23
日
㈰
・

30
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
20
分
～

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

参
加
料　

１
チ
ー
ム
高
校
生
＝

５
，
０
０
０
円
、
一
般
＝
６
，

０
０
０
円
（
保
険
料
は
含
み
ま

せ
ん
）

※
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
、
運
営

費
と
し
て
別
途
１
人
に
つ
き
500

円
か
か
り
ま
す
。

代
表
者
会
議　
平
成
23
年
１
月
９

日
㈰
午
後
６
時
～
・
深
谷
公
民
館

２
平
成
23
年
１
月
４
日
㈫
ま
で

に
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

平
成
23
年
度　

市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
登
録

１
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
・
田た

村む
ら

さ
ん

（
☎
572
‐
４
０
４
３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

平
成
23
年
度
第
１
種（
社
会
人
）

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

各
種
大
会
へ
の
参
加
に
は
、
第

１
種
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

主
な
大
会　

深
谷
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
グ
、
市
民
サ
ッ
カ
ー
祭
、

埼
玉
県
社
会
人
連
盟
会
長
杯
、

全
国
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手
権
な

ど
２
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

新
春
ウ
オ
ー
ク
（
七
福
神
め
ぐ
り
）

１
市
歩
け
歩
け
協
会
・
長な

が

澤さ
わ

さ
ん

（
☎
574
‐
０
７
５
２
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

オ
ー
プ
ン
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

と
き　
平
成
23
年
１
月
16
日
㈰
（
雨

天
決
行
）
受
付
＝
午
前
９
時
～

集
合
場
所　

南
公
民
館　

コ
ー
ス　

南
公
民
館
（
午
前
９
時

30
分
出
発
）
～
仙
元
山
公
園
野
球

場
～
人
見
館
跡
～
宝
泉
寺
（
七
福

神
福
禄
寿
見
学
）
～
折
之
口
ふ
れ

あ
い
公
園
（
休
憩
）
～
藤
沢
公
民

館
（
昼
食
・
休
憩
）
～
一
乗
寺
（
七

福
神
布
袋
尊
見
学
）
～
南
公
民
館

（
午
後
２
時
30
分
到
着
予
定
）

参
加
料　

一
般
＝
300
円
（
保
険
料

含
む
・
当
日
集
金
）
、
会
員
＝

無
料

合
気
道
教
室

１
深
谷
合
気
会
・
中な

か

山や
ま

さ
ん
（
☎

080
‐
３
７
３
２
‐
１
９
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

と
き　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯
・

29
日
㈯
、
２
月
５
日
㈯
・
12
日

㈯
・
19
日
㈯
・
27
日
㈰
、
３
月

５
日
㈯
・
13
日
㈰
（
全
８
回
）

土
曜
日
＝
午
後
７
時
30
分
～
９

時
、
日
曜
日
＝
午
後
６
時
～
７

時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

武
道
場

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

一
般
（
中
学
生
以
上
）

＝
３
，
０
０
０
円
、
小
学
生
＝

２
，
０
０
０
円
（
保
険
料
な
ど

含
む
）

２
平
成
23
年
１
月
14
日
㈮
ま
で

に
、
参
加
料
を
添
え
て
市
レ
ク

協
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
・
☎
573
‐
９
２
８
０
）
へ

そ
の
他

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

１
埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
（
☎

048
‐
600
‐
６
２
０
８
）、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
谷
（
☎
522
‐
５
６
５

６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
か

た
の
遡そ

及き
ゅ
う

適
用
期
間
の
改
善

　

雇
用
主
が
雇
用
保
険
の
加
入
の

届
け
出
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
場

合
、
こ
れ
ま
で
は
、
２
年
以
内
の

期
間
に
限
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加

入
の
手
続
き
が
可
能
で
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
は
、

雇
用
保
険
料
が
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
場
合
に
は
、
２
年
を
超
え
て
さ

か
の
ぼ
っ
て
加
入
の
手
続
き
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

宿
泊
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、

友
好
都
市
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か

１
政
策
推
進
課（
☎
574
‐
８
０
９
６
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
友
好
都
市
を

訪
れ
、
現
地
の
か
た
と
よ
り
交
流

が
図
れ
る
よ
う
、
新
潟
県
南
魚
沼

市
（
旧
六
日
町
）
に
加
え
、
本
年

４
月
か
ら
、
岩
手
県
下し

も

閉へ

い伊
郡ぐ

ん

田

野
畑
村
、
静
岡
県
藤
枝
市
を
対
象

と
し
た
友
好
都
市
宿
泊
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
友
好
都
市
宿
泊
補
助
制
度

対
象　

宿
泊
日
現
在
、
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
市
民

内
容　

藤
枝
市
と
田
野
畑
村
が
指

定
し
た
ホ
テ
ル
、
旅
館
な
ど

（
19
か
所
）
を
利
用
す
る
場
合
、

１
泊
に
つ
き
、
大
人
（
中
学
生

以
上
）
１
人
３
，
０
０
０
円
、

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
１
人

１
，５
０
０
円
を
年
間
３
回（
３

泊
）
ま
で
補
助
し
ま
す
。

利
用
方
法

①
補
助
対
象
施
設
へ
直
接
宿
泊
予

約
を
し
、
宿
泊
日
の
10
日
前
ま

で
に
く
ら
し
い
き
い
き
課
へ
補

助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
審
査
後
、
利
用
券
を
送
付
し
ま

す
。

③
利
用
券
を
宿
泊
先
に
提
出
し
、

補
助
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
旅
行
会
社
な
ど
が
主
催
す
る
ツ

ア
ー
な
ど
は
、
こ
の
宿
泊
補
助

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
は
、
く
ら
し
い
き
い
き

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
に
つ
い
て

１
農
業
委
員
会
（
☎
574
‐
６
６
６

３
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
、

申
請
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま

す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
20

歳
以
上
（
平
成
３
年
４
日
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
か
た
、

ま
た
は
そ
の
世
帯
員
で
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
か
た

※
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
や
社

員
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
申
請
書
は
各
農
事
支
部
な
ど
を

通
じ
、
配
布
・
回
収
し
て
い
ま

す
が
、
届
か
な
い
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
案
の
縦
覧

１
道
路
河
川
課
（
☎
574
‐
６
６
５

２
・
〠
366
‐
8501
仲
町
11
‐
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

深
谷
都
市
計
画
の
案
に
つ
い

て
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
意
見
が

あ
る
か
た
は
、
意
見
書
を
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

意
見
書
は
、
縦
覧
場
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

縦
覧
・
意
見
書
の
提
出
期
間　

12

月
６
日
㈪
～
20
日
㈪

縦
覧
内
容　
【
深
谷
市
決
定
】
深

谷
都
市
計
画
道
路
（
３
・
４
・

14
原
郷
上
野
台
線
）
の
変
更
に

つ
い
て

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出　

問
い

合
わ
せ
先
へ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
水
道
工
務
課（
☎
574‐６
６
６
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市

『風の又三郎』　宮
み や

澤
ざ わ

 賢
け ん

治
じ

ふかや必読書 ３０

『どっどど　どどうど　どどうど　どどう
　　青いくるみも吹きとばせ　すっぱいかりんも吹きとばせ

　どっどど　どどうど　どどうど　どどう』
　風と共に、谷川の岸の小さな小学校に、不思議な少年が転校して
来ました。少年は地元の子どもたちに、風の神の子「風の又三郎」
ではないかと思われてしまいます。そして、不思議に少年の周りに
風が吹くのです。でも、少年はまた向こうの学校に行ってしまいま
した。少年は本当に風の神の子だったのでしょうか……。
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指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
指

定
し
ま
し
た
。

・
㈲
ソ
ー
ケ
ー
（
伊
勢
崎
市
・
☎

０
２
７
０
‐
31
‐
２
８
７
５
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
熊
谷
税
務
署（
☎
521
‐
２
９
０
５
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得

し
た
生
命
保
険
契
約
や
、
損
害
保

険
契
約
な
ど
に
係
る
年
金
の
所
得

税
の
取
り
扱
い
を
、
改
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。川

本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

年
末
年
始
の
休
園
日

１
川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
☎
583
‐
５
６
１
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

12
月
28
日
㈫
～
平
成
23
年
１
月

３
日
㈪

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
か
ら
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
、
須す

長な
が

欣き
ん

二じ

氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
剣け

ん

持も
ち

昭あ
き

夫お

氏
（
深
谷
市
新
戒
・
☎
587
‐
２

８
７
８
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１
商
工
振
興
課（
☎
574
‐
６
６
５
０
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

12
月
～
平
成
23
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

県
最
低
賃
金
の
改
定

１
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
（
☎
048
‐

600
‐
６
２
０
５
）、
熊
谷
労
働
基

準
監
督
署
（
☎
533
‐
３
６
１
１
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

平
成
22
年
10
月
16
日
か
ら
、
県

最
低
賃
金
が
時
間
額
750
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

は
別
途
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

防
犯
功
労
者
表
彰

　

10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
埼
玉
県

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会

で
、
小こ

林ば
や
し

勇い
さ
む

氏
が
関
東
防
犯
協
会

連
絡
協
議
会
防
犯
功
労
者
表
彰

を
、
針は

り
が
や
よ
し

谷
義
治じ

氏
が
全
国
防
犯
協

会
連
合
会
防
犯
栄
誉
銅
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

12
月
10
日
～
16
日
は
「
拉

致
問
題
を
考
え
る
週
間
」

１
県
社
会
福
祉
課
（
☎
048
‐
830
‐

３
２
７
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
解

決
の
た
め
、「
拉
致
は
許
さ
な
い
」

と
い
う
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
声
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。

 

こ
の
週
間
を
機
に
拉
致
問
題
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
関
心
を
一
層

高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や
11
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

●
16
ペ
ー
ジ
『
消
防
本
部
予
防
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
「
防
火
ポ
ス

タ
ー
入
賞
作
品
」』
：
特
選
入

賞
者
の
記
載
漏
れ

　
【
正
】
髙た

か
や
ま山
な
な
子こ

（
岡
部
西

小
学
校
４
年
）、村む

ら
お
か
ひ
め

岡
姫
佳か 

（
川

本
北
小
学
校
４
年
）

●
20
ペ
ー
ジ「
夢
・
き
ら
き
ら
ア
ー

ト
展 

深
谷
市
特
別
支
援
教
育 

児
童
生
徒
作
品
展
」
：
日
付
の

誤
り

　
【
誤
】
12
月
23
日
㈷

　
【
正
】
11
月
23
日
㈷ 

家庭児童相談 虐待防止ホットライン 子どもスマイルネット 行政相談 法律相談 市民相談

担
当

児童課
☎ 574‐6646

家庭児童相談室
☎ 574‐3000

子どもスマイルネット
☎ 048‐822‐7007

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

内
容

家 庭、 育 児、 不 登
校などの相談

虐待が疑われる子ど
もを見つけた場合
は、ご連絡ください

子ども（原則 18 歳
未満）にかかわる
悩み電話相談

行政に関する苦情
など

相続、離婚、金銭貸
借、商取引などの法
律に関する相談

市民生活に関する
相談

と
き

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時
※電話相談は随時

平日
午 前 9 時 ～ 午 後 9
時 30 分
土・日曜日
午前 9 時～午後 5 時

毎月第 2・3 木曜日
午後 1 時 30 分～ 4 時

火曜日
毎月第 1 木曜日
午後 1 時 30 分～ 4 時
予約制

月～金曜日
午前9時30分～正午、
午後 1 時～ 4 時 30 分
※受け付けは午後

4 時まで

と
こ
ろ

市役所北別館
家庭児童相談室 

家庭児童相談室
‐

市役所西別館
201 会議室

市役所西別館
201 会議室

市役所北別館
市民相談室 

消費生活相談 悪質商法110番 不動産無料相談 交通事故相談 教育相談

担
当

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

くらしいきいき課
☎ 574‐8527

くらしいきいき課
☎ 574‐6633

県北部地域振興センター
☎ 521‐7300

教育研究所
☎ 572‐9456

内
容

商品契約に関する
苦情など

クーリングオフの仕
方や悪質商法に関す
る電話相談

土地や建物の売買、
賃 貸 な ど、 不 動 産
に関する相談

交通事故に関する
相談

子どもの発達障害や、不登校・いじめ・非
行など、学校生活上の不適応や悩みについ
ての相談

と
き

月・水・木・金曜日
午前 10 時～正午、
午後 1 時～ 4 時

月～金曜日
午前 9 時～正午、午
後 1 時～ 4 時 30 分

毎月第 1 火曜日
午前 9 時～正午 

月～金曜日
午前 9 時～午後 4 時
※受け付けは午後

3 時 30 分まで

月～金曜日
午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
※ファックス・メールは 24 時間受け付け
５0120‐4‐78374
３e-net@city.fukaya.saitama.jp

と
こ
ろ

市役所西別館
消費生活センター ‐

市役所西別館
会議室 

県北部地域振興センター
（県地方庁舎 1 階）

教育研究所

よろず人権相談 女性の悩み相談室 税務相談 内職・就職・求人相談 ふるさとハローワーク 結婚相談

担
当

人権政策課
☎ 574‐6643

L・フォルテ
☎ 573‐4761

市民税課
☎ 574‐6637

就職相談室
☎ 573‐1171

ふるさとハローワーク
☎ 551‐2501

社会福祉協議会
☎ 573‐6563

内
容

生活全般で感じた
人権上の困り事や
悩みなどの相談

仕 事・ 家 庭・ 夫 婦
の悩みなどの相談

税理士による税一
般に関する相談

内職に関する仕事
紹 介、 就 職 相 談、
求人情報の提供

ハローワーク求人
情 報 の 提 供、 職 業
相談、職業紹介

結婚に関する相談、
紹介など

と
き

毎月 10 日
市役所西別館会議室
毎月 20 日
各総合支所
午前 10 時～午後 3 時
※ 土・ 日 曜 日、 祝

休日の場合は翌
開庁日

毎月第 3 土曜日
午前 10 時～午後 4 時
予約制

毎月 20 日
午前 10 時～午後 4 時
※土・日曜日、祝休日

の場合は翌開庁日

月 ･ 木曜日
午前 10 時～正午、
午後 1 時～ 3 時
予約制

月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

毎月第 1 木曜日
毎月第 3 日曜日
午後 1 時～ 3 時

と
こ
ろ

キララ上柴
ミーティングルーム 2

市役所西別館
会議室

キララ上柴
ミーティングルーム 1

キララ上柴
ふるさとハローワーク

ボランティア交流
センター

乳幼児相談 健康相談 こころの健康相談 ひきこもり専門相談 エイズ相談・検査

担
当

保健センター（☎ 575‐1101）、岡部福祉健康課（☎ 585‐2214）
川本福祉健康課（☎ 583‐2532）、花園福祉健康課（☎ 584‐1123） 

保健センター
☎ 575‐1101

熊谷保健所
☎ 523‐2811

熊谷保健所
☎ 523‐2811

内
容

未就学児の保護者を対象とした、お子さん
の発達・発育や子育てに関する相談

健康に関する相談
と専門相談窓口の
紹介

心の健康や病気、福
祉制度などの相談

原則 18 歳以上のひ
きこもりに関する
相談

エイズなどに関す
る相談と血液検査
予約制

と
き

12月 6日㈪深谷市保健センター
12月 8日㈬川本保健センター
12月15日㈬花園保健センター
12月27日㈪おかべ子育て支援センター
午前10時～11時30分、午後1時～4時
午後は予約制

月～金曜日
午前 8 時 30 分～午
後 5 時 15 分
※電話相談は随時
面接は予約制

平成23年1月18日㈫
午後2時～4時30分
予約制

毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 3 時
予約制

毎月第 1 木曜日
午後 1 時～ 3 時
毎月第 4 火曜日
午前 10 時～ 11 時、午後
5 時 30 分 ～ 6 時 30 分

と
こ
ろ

各保健センター 深谷市保健センター 熊谷保健所 熊谷保健所

各 種 無 料 相 談各 種 無 料 相 談 市ホームページ、市モバイルサイトからも、以下の内容をご覧いただけます
■ホームページ　Ｃ「深谷無料相談」で検索
■モバイルサイト　Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

各種無料相談
あなたの生活をサポートします

12
月
の
ご
案
内

定
期
上
映
時
間

　

①
午
前
10
時
30
分
～

　

②
午
後
１
時
30
分
～

　

③
午
後
４
時
30
分
～

　

④
午
後
７
時
30
分
～

通
常
料
金　

１
，
２
０
０
円

１
NPO
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５５１
‐
４
５
９
２
・
Ｃ

「
深
谷
シ
ネ
マ
」
で
検
索
）

※
火
曜
日
定
休

の
波
乱
の
旅
を
描
く
。

　
　

監
督
は
日
系
人
の
ケ
イ

リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ク
ナ

ガ
。
09
年
サ
ン
ダ
ン
ス
映
画

祭
監
督
賞
受
賞

「
ア
メ
リ
」（
フ
ラ
ン
ス
・
122
分
）

と
き　

12
月
19
日
㈰
～
27
日
㈪

②
③
④

内
容　

夢
想
家
の
女
性
の
恋
の

て
ん
末
を
、
不
思
議
な
映
像

感
覚
で
描
い
た
大
人
の
た
め

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」（
日
本
・
119
分
）

と
き　

12
月
５
日
㈰
～
11
日
㈯

①
④
、
12
月
12
日
㈰
～
27
日

㈪
①

※
12
月
28
日
㈫
～
30
日
㈭
、
平
成

23
年
１
月
１
日
㈷
休
館

※
31
日
㈮
「
年
越
し
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
」
企
画
中

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で

す
。
予
告
な
し
に
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
暴
力
の
街
」（
日
本
・
111
分
）

と
き　

12
月
５
日
㈰
～
11
日
㈯

②
③

内
容　

本
庄
市
で
現
実
に
起

こ
っ
た
闇
権
力
の
支
配
と
一

般
市
民
と
の
戦
い
を
、
現
地

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
完
成
さ
せ

た
山
本
薩
夫
監
督
に
よ
る
社

会
派
作
品
の
傑
作
。
名
優
・

池
部
良
追
悼
上
映

「
闇
の
列
車
、
光
の
旅
」

（
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
・
96
分
）

と
き　

12
月
12
日
㈰
～
18
日
㈯

②
③
④

内
容　

南
米
の
悲
惨
な
生
活
か

ら
、
列
車
の
屋
根
に
乗
っ
て

脱
出
を
試
み
る
少
女
と
家
族

深
谷
シ
ネ
マ
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ど
う
し
て
彼
は
そ
こ
ま
で
が
ん
ば
り
続

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

　
彼
と
い
う
の
は
、
体
に
障
害
を
持
っ
て

い
る
男
の
子
、
新
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
す
。

中
学
校
の
人
権
週
間
で
、「
新
ち
ゃ
ん
が

な
い
た
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。

新
ち
ゃ
ん
は
、体
に
障
害
が
あ
る
こ
と
で
、

ま
わ
り
の
子
た
ち
か
ら
非
難
さ
れ
た
り
、

か
ら
か
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
ち
ゃ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
負
け

ず
、
が
ん
ば
り
続
け
て
、
み
ん
な
と
和
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
み
な
さ
ん

だ
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
？
私
だ
っ
た
ら
、

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
落
ち
こ
ん
で

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。私
は
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
気
づ
い
た
の
で
す
。
新
ち
ゃ
ん

は
温
か
い
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ

と
。
も
ち
ろ
ん
、
新
ち
ゃ
ん
が
が
ん
ば
り

続
け
ら
れ
た
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
ひ
と
つ
に
、

ま
わ
り
か
ら
か
け
ら
れ
た
温
か
い
言
葉
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
友
だ
ち
の

つ
よ
し
く
ん
や
お
母
さ
ん
か
ら
の
「
が
ん

ば
れ
」「
大
丈
夫
だ
よ
」
な
ど
の
温
か
い

言
葉
に
、
新
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
救
わ
れ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
自
分
を
ふ
り
返
り
、
反
省
し
ま

し
た
。私
も
、人
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
使
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
そ

の
時
は
何
と
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
は
、
私
だ
け
で
な
く
、
ま
わ
り
の
人
た

ち
も
い
っ
し
ょ
に
使
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
悪
口
を
言
わ
れ

た
人
は
ど
う
思
っ
た
で
し
ょ
う
？
き
っ

と
、
言
わ
れ
た
人
は
、
新
ち
ゃ
ん
と
同
じ

よ
う
に
と
て
も
傷
つ
き
、
悲
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、

絶
対
に
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
は
、
温
か
い
言
葉
を

か
け
ら
れ
て
、
う
れ
し
く
な
っ
た
り
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
私
は
あ
り
ま
す
。
私
は
、
小
学
校

６
年
生
の
と
き
、
児
童
会
長
に
な
り
ま
し

た
。
児
童
の
ト
ッ
プ
と
い
う
責
任
感
や
た

く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
っ
て
、
私
は
と
て
も

不
安
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
児
童
会
の

仲
間
が
、「
大
丈
夫
？
手
伝
う
よ
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、お
母
さ
ん
に
、「
言
葉
に
は
、『
言

だ
ま
』
と
い
っ
て
、
た
ま
し
い
が
こ
も
っ

て
い
る
も
の
」
な
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

「
楽
し
い
」と
言
う
と
と
て
も
楽
し
く
な
っ

て
き
た
り
、「
だ
る
い
、つ
か
れ
た
」と
言
っ

て
い
る
と
よ
け
い
だ
る
く
な
っ
て
つ
か
れ

た
り
…
そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
が
言
葉
の
パ
ワ
ー
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
よ
い
言
葉
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、

よ
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

　
私
は
、
言
葉
に
大
き
な
力
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
、
自
分
の
発
す
る
言
葉
の
力
を

考
え
な
が
ら
、
言
葉
を
使
お
う
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
、
人
を
傷
つ

け
る
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
人
を

明
る
く
し
て
く
れ
る
言
葉
を
た
く
さ
ん
使

う
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
わ

り
の
人
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に
実
行
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
み
ん
な
で
そ
れ
を
実

行
し
続
け
て
い
け
ば
、
き
っ
と
明
る
い
言

葉
で
あ
ふ
れ
た
、
す
て
き
な
世
の
中
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

言
葉
の
力

上
柴
中
学
校
２
年

浅あ
さ

川か
わ

　
優ゆ

紀き

Letter
ありがとうの手紙

うまうま
地元の旬を食べつくせ！

かんたん料理レシピ

「ねぎと手羽先の煮物」

材料（2～3人分）

深谷ねぎ1本、手羽先5本、サラダ油適量
【合わせ調味料】砂糖20g、みりん40㏄、しょうゆ60㏄、 
水少々

作り方

❶ 手羽先の両面を少しの油で、表面に軽く焼き目が付く
まで焼く。
❷ ねぎをぶつ切りにして、❶に入れる。
❸ 火が通ったら合
わせ調味料を加
え、弱火にして、
ことこと5分くら
い煮る。
❹ ねぎに味が染み
てきたら出来上
がり。

優秀賞
　小学校低学年の部

中学生になったしゅん作くんへ
　大寄小学校 2年　太

た

幡
ばた

 亮
りょう

介
すけ

 さん

　1年生の時、つう学はんのはん長だった
しゅん作くんは、お兄さんみたいに、いつも
ぼくを見まもってくれました。
　ぼくが、じゅぎょう中にちゃんとべんきょ
うをしているか、心ぱいして見にきてくれた
り、学校へおくれそうになると、にもつや、
ランドセルまでもってくれました。うれし
かったです。しゅん作くんのおかげで、ぼく
は、りっぱな二年生になれました。ありがと
うの気もちでいっぱいです。しゅん作くんの
こと、ずっとわすれません。

画
家
に
な
り
た
い
と
い
う
漠

然
と
し
た
気
持
ち
を
抱
い
た

の
は
岡
部
中
の
時
だ
。
人
気
作
家
の

作
品
に
感
動
し
、
自
分
で
書
い
て
み

る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
、
高
校
と

コ
ツ
コ
ツ
漫
画
を
描
き
た
め
た
。

　

大
学
時
代
か
ら
出
版
社
へ
顔
を
出

し
、
作
品
を
持
ち
込
ん
だ
。
何
度
も

挑
戦
す
る
が
採
用
さ
れ
な
い
ま
ま
、

気
が
つ
け
ば
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
生
活
を
一
変
さ
せ
る
出
来

事
が
起
き
た
。

「
才
能
が
無
い
か
も
し
れ
な
い
。
」

　

出
版
社
の
担
当
者
か
ら
痛
烈
な
言

の
後
、
暫
く
し
て
コ
ン
テ
の

話
が
来
た
。
目
指
す
漫
画
家

像
と
は
違
っ
た
が
、
担
当
者
の
依
頼

を
受
け
た
。
こ
れ
が
当
た
っ
た
。
月

刊
誌
の
創
刊
か
ら
連
載
と
な
り
、
現

在
も
人
気
を
誇
る
看
板
作
品
だ
。

　

だ
が
、
満
足
は
し
て
い
な
い
。
い

つ
か
力
を
付
け
て
自
分
の
連
載
を
持

ち
た
い
。
自
分
が
理
想
と
す
る
漫
画

を
描
い
て
み
た
い
。

　

競
争
の
激
し
い
漫
画
界
で
は
、
毎

月
何
人
も
篩
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
厳
し
い
世
界
に
身
を
置
き
、
今

日
も
挑
戦
し
続
け
る
。

27

夢
な
か
る
べか
ら
ず

※渋沢栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。

夢
七
訓

　
夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　
理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　
信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　
計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　
実
行
な
き
者
は
成
果
な
し

　
成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に
　
幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　
夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

本
、
コ
ン
テ
構
成
、
画
を
そ
れ
ぞ
れ

別
の
人
間
が
担
当
す
る
斬
新
な
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
コ
ン
テ
構
成
を
任
さ

れ
た
男
が
い
る
。

　
漫
画
家
　
　
　
　
降
矢
　
大
輔

　
チ
ー
ム
の
一
翼
を
担
う
こ
と
で

漸
く
漫
画
家
の
道
を
歩
み
だ
し
た
。

説
の
漫
画
化
。
原
作
の
小
説

を
漫
画
の
た
め
に
脚
本
し
、

そ
れ
を
も
と
に
コ＊
ン
テ
（
ネ
ー
ム
）

を
作
る
。
そ
し
て
絵
を
入
れ
る
こ
と

で
漫
画
が
完
成
す
る
。
原
作
、
脚

理
想
の
漫
画
を
世
に
送
れ

出
版
社
の
洗
礼

小

漫

４
人
の
チ
ー
ム

さ
ん

人
気
連
載

そ

降ふ
る
や矢 

大だ
い
す
け輔

毎月31ページ作成するコンテ。
コンテを元に完成した作品（右
下）(C)片山憲太郎・山本ヤマト・
子安秀明・降矢大輔／集英社

葉
を
浴
び
た
。
平
成
16
年
の
初
春
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
強
い
挫
折
を

味
わ
っ
た
。

　

後
に
考
え
る
と
こ
の
期
間
が
幸
い

し
た
。
自
分
の
漫
画
を
突
き
放
し
て

見
る
よ
う
に
な
っ
た
。
客
観
的
に
自

分
の
漫
画
を
評
価
し
、
路
線
を
変
え

た
。
不
思
議
と
肩
の
力
が
抜
け
た
。

　

２
か
月
ぶ
り
に
出
版
社
を
訪
れ
、

新
原
稿
を
渡
す
と
、
担
当
者
の
目
が

輝
き
、
顔
が
和
ら
い
だ
。
デ
ビ
ュ
ー

し
た
の
は
、
そ
の
年
の
秋
で
あ
る
。

＊
脚
本
を
元
に
ペ
ー
ジ
の
割
り
振
り
や
画
の
配
置
、
人
物
の
向
き
や
背
景
な
ど
決
め
る
重
要
な
役
割
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12月

　県内外から210点（人間審査の部は74点）の応募があり、審査の結果、大屋守さん（上野台在住）
が「人間審査の部」の最優秀賞に輝きました。作品は、ふかや緑の王国で展示しています。
※「鳥の審査の部」の各賞は、来年6月までふかや緑の王国内に設置された巣箱への鳥の入り具合で決定されます。

2010 JAPAN TREE CLIMBING CHAMPION SHIP

とき　12 月 12 日㈰午前 9時～午後 5時
ところ　ふかや緑の王国内特設会場
競技内容　高い木にロープ 1本で登っていく技を競います。
主催　TCJ ツリークライミングⓇジャパン関東地区インストラクター会
協力　ふかや緑の王国・NPO地域環境緑創造交流協会
※今回は見学のみで、一般のかたの参加体験はありません。 

ツリークライミング関東地区チャンピ
オンシップ（レクリエーション大会）
が、ふかや緑の王国で開催されます。
一般のかたの見学も大歓迎です。

最優秀賞は
大屋さんが受賞！

　“ふかや村”は、ふかや緑の王国内に昭和 30 年代の日
本の農村風景を再現し、幅広い世代が楽しめる場を市民
の手で作り上げる活動です。ボランティアの皆さんが土
運びや石運びをして、小川づくりを進めています。小川
には、熊谷高等技術専門校（建築科）の皆さんが作った
水車や橋も、設置していきます。

　大台グリーンロードクラブは、平成 20 年
7 月に活動を開始した大台地区住民のボラン

ティア団
体です。
このクラブは、住宅街を南北に
走る歩行者道「大台の小

こ

径
みち

」の
環境美化を目的に活動していま
す。花いっぱいの「大台の小
径」が、地区住民の交流の場と
なっています。

　花はなプランに参加したボランティアのかたから、子どもたちがわくわくす
るようなすてきな場所を作ろうと発足した東っ子グリーンプロジェクト。レン
ガを敷く作業や花壇づくり、芝張り、ウッドデッキづくりを経て、おはなのひ
ろばが完成！式典では植樹式や合唱、ハーブティーの提供なども行われました。

　完成を祝い、式典が開催されまし
た。当日は授業参加日でもあり、多く
のかたに披露することができました。

「大台の小径」を歩いてみてね！

　完成を祝い、式典が開催されまし

ガーデンシティニュース

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室（ふかや緑の王国）
☎551‐5551・深谷市櫛引24（埼玉県花植木流通センター隣）

優秀賞  水
みず
谷
たに
和
かず
生
お

優秀賞  相
あい
原
はら
歩
あゆむ

特別賞  梅
うめ
澤
ざわ
亮
りょう
介
すけ

特別賞  武
たけ
政
まさ
朔
さく
二
じ

特別賞  吉
よし
田
だ
若
わか
菜
な

特別賞　広
ひろ
瀬
せ
真
ま
美
み
　吉

よし
行
ゆき
友
とも
美
み

　　　　根
ね
本
もと
このみ

特別賞  富
とみ
沢
さわ
隆
たか
史
ふみ

最優秀賞を受賞した大
おお
屋
や
守
まもる
さん

（受賞者名は敬称略）

　ふかや村のスタッフの多く
が、生まれ育った故郷への思い
を胸に、参加しています。そ
の秘めた思いを形にする手助
けができればと考えています。
皆さんも参加してみませんか。

４年２組の児童による合唱

ハーブティーを飲む子どもたち


